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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても
みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

荻窪法人会

荻窪音楽祭
荻窪周辺のイベントシリーズ

O G I K U B O H Ō J I N K A I

荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます



CONTENT
 3 平成30年度全国統一の「会員増強運動月間」が始まる
  ◎ 田中晴弘／公益社団法人荻窪法人会 副会長
  ◎ 水島隆明／公益社団法人荻窪法人会 組織委員会 委員長
  ◎ 多田英里／荻窪税務署 副署長

 5 秋のブロック研修会
  ◎ 全ブロック共通テーマ
  講師：小西雄貴／荻窪税務署 審理上席調査官
 
 8 第16回 ブロック対抗ゴルフ大会

 9 e -Tax推進税理士事務所について

 10 中山幹浩 荻窪税務署署長インタビュー

 12 井上和英 源泉部会長インタビュー

 14 荻窪法人会　平成30年度　健康セミナー
  声を出して健康に！

 16 公益社団法人　荻窪法人会　税制講演会
  事例で解説！
  中小企業経営者のための円滑な事業承継対策
  ～新事業承継税制、持株会社から組織再編の活用まで～

 18 税制委員会より「法人会全国大会 鳥取大会 参加のご報告」

 20 税制委員会より「平成31年度税制改正に関する提言」

 22 税務コーナー

 23 ブロック・支部・委員会・部会からの報告
  ◎ 税制委員会
  ◎ 厚生事業委員会
  ◎ 第5ブロック
  ◎ 女性部会
  ◎ 青年部会
  ◎ 源泉部会

表紙イラストについて

よき経営者をめざすものの団体  それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の
皆さんを支援する全国組織、それが法人会です。現在、約80万社の会員企業、41都道県に 440の単位会を
擁する団体として大きく発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活
動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修
会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行っています。健全な納税者の団体、
よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

【荻窪音楽祭】
荻窪周辺のイベントシリーズ

今年で31回目を迎える荻窪駅と杉並公会堂とを中
心に約30箇所の店舗等で行われてるクラッシック音
楽のイベント。毎年11月上旬に4日間行われている。
アマ・プロ問わず多くのミュージシャンが参加し盛
り上がりを見せている。



本
来
な
ら
、
小
竹
会
長
が
ご
挨
拶
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
所
用
で
海
外
出
張
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
長
に
代
わ
り
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、足
元
の
悪
い
中
、

会
員
増
強
推
進
会
議
に
、
理
事
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

支
部
長
、
組
織
委
員
会
、
保
険
会
社
の
皆
様
に

多
数
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
荻
窪
税
務
署
か

ら
多
田
副
署
長
、
天
海
統
括
、
小
西
上
席
の
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
暑
い
中
、
稼
働
法
人
調
査
を
し
て
頂

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
程
、
水
島
組
織
委
員
長
よ
り
、
稼
働
法
人
調

査
の
報
告
、
会
員
増
強
運
動
の
方
針
、
計
画
を

説
明
し
て
頂
き
ま
す
。

今
年
の
初
め
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
支
部

の
現
状
に
関
し
て
ご
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
9

月
14
日
理
事
会
に
お
い
て
、
支
部
再
編
（
統
合
）

に
関
し
て
、
総
務
委
員
会
・
組
織
委
員
会
よ
り

中
間
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
よ
り
現
在
の
5
ブ
ロ
ッ
ク
・
25

支
部
制
に
な
っ
て
か
ら
10
年
以
上
た
ち
、
当
時

に
比
べ
る
と
稼
働
数
で
約
8
5
0
社
、
会
員
数

で
5
7
0
社
程
減
少
し
て
お
り
支
部
間
で
の
会

員
数
の
格
差
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

支
部
再
編
で
、
会
員
が
所
属
し
て
い
る
支
部

が
活
性
化
と
な
り
、
特
に
来
年
は
役
員
改
選
の

年
と
な
り
ま
す
の
で
支
部
役
員
の
強
化
が
目
的

で
す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
向
を
最
大
限
に
踏
ま

え
て
、
支
部
再
編
に
つ
い
て
12
月
の
理
事
会
に

お
い
て
議
案
に
上
げ
さ
せ
て
頂
き
承
認
を
頂
く

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
共
、
荻
窪
地
域

で
さ
ら
な
る
会
員
を
増
や
し
て
、
荻
窪
法
人
会
が

よ
り
以
上
に
活
発
な
活
動
が
出
来
る
こ
と
を
、
祈

念
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後

共
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

組
織
委
員
会
会
員
増
強
推
進
会
議

平
成
30
年
度
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」
ス
タ
ー
ト
。

【
組
織
委
員
会
と
は
】
未
加
入
法
人
ヘ
の
会
員
増
強
運
動
推
進
の
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
役
員
が
勧
奨
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。

副会長あいさつ　
田中晴弘／公益社団法人荻窪法人会 副会長

理事会において、支部再編（統合）に関して、
総務委員会・組織委員会より中間報告させて頂きました

毎
年
10
、
11
月
に
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
月
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
で
は
9
月
26
日
（
金
）
に
西
荻
窪
「
こ
け
し
屋
」
で
会
員
増
強
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
荻
窪
税
務
署
よ
り
多
田
英
里
副
署
長
、
天
海
健
第
1
統
括
官
、
小
西
雄
貴
審
理
上
席
調
査
官
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
多
田
副
署
長
が
挨
拶
で
日
頃
の
税
務
行
政
へ
の
理
解
に

つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
増
強
会
議
の
出
席
数
は
58
名
で
、
会
員
増
強
運
動
へ
の
意
欲
が
伺
え
ま
し
た
。
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本
日
は
、
荻
窪
法
人
会
会
員
増
強
推
進
会
議

に
お
招
き
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税

務
行
政
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
も
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
秋
季
研
修
会
を
は
じ

め
、
法
人
会
の
様
々
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
税
に
関
す
る
情
報
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
が
、
御
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
は
熱
心
に
お
聞
き
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
税
務
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

二
つ
の
重
要
課
題
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率

制
度
の
広
報
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ら
の
実
施
を

一
年
後
に
控
え
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
、
今
後
も
、

積
極
的
に
広
報
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
e

−

T
a
x
の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
納
税
者
利
便
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
普
及
及
び

定
着
に
向
け
て
、
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
積
極
的
に
利

用
勧
奨
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

特
に
、
平
成
30
年

度
税
制
改
正
に
よ

り
、「
大
法
人
の
電

子
申
告
義
務
化
」
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
併
せ
て
、
提
出

情
報
等
の
ス
リ
ム
化

な
ど
各
種
の
利
便

性
向
上
策
を
順
次
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
平
成
31
年
1
月
以
降
、
個
人
の
納

税
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
方
式
」
に
加
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
方
も
利
用
い
た
だ
け
る
、「
I
D・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
e

−

T
a
x
の
利
用
手
続
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま

す
の
で
、
更
な
る
御
利
用
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
荻
窪
法
人
会
の
益
々
の

発
展
と
、
本
日
御
出
席
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、

御
事
業
の
御
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
ご
ろ
よ
り
組
織
委
員
会
の
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夏
も
終
わ
り
、
各
支
部
で
は
稼
動
法
人
調
査
へ

ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
年
度
の
増
強

目
標
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
増
強
目
標
で
す
が
、
稼
動
法

人
2
8
2
2
社
に
対
し
、
全
支
部
合
計
で
86
社

の
増
強
、
目
標
加
入
率
は
76
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
達
成
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
組
織
委
員
会

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
来
た
く
な
る
法
人
会
」
で
の

実
施
目
標
で
あ
る
9
月
中
の
増
強
目
標
設
定

は
全
支
部
で
達
成
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
未
達

に
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
前
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ
る
支
部
役

員
会
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
毎
回
の
組

織
委
員
会
で
支
部
役
員
会
の
開
催
状
況
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、
延
べ
27
回
開
催
が
出
来
て

お
り
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
支
部
役
員
会
の
実
施

を
退
会
防
止
事
業
と
同
日
で
開
催
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
成
果
も
あ
り
、
現

時
点
で
す
で
に
昨
年
度
よ
り
も
5
回
多
い
状
況

で
す
。
今
後
も
支
部
役
員
会
の
積
極
的
な
開

催
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
組
織
委
員
会
で
は
昨
年
度
話
題
に

あ
が
っ
て
い
た
「
会
員
の
皆
様
の
荻
窪
法
人
会

会
員
と
し
て
の
実
感
」
を
ど
の
よ
う
に
醸
成
し

て
い
く
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
組
織
委
員
会
で
の
グ
ル
ー
プ
討
議

を
通
じ
て
来
年
度
に
結
果
を
出
す
こ
と
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ま
す
ま
す
「
来
た
く
な
る
法
人
会
」

の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

退
会
防
止
事
業
で
支
部
活
性
化
を
！

税
務
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
在
2
つ
の
重
要
課
題
を
掲
げ
て
お
り
ま
す

委
員
長
あ
い
さ
つ
　

水
島
隆
明
／
組
織
委
員
会 

委
員
長

ご
来
賓
あ
い
さ
つ
　

多
田
英
里
／
荻
窪
税
務
署 

副
署
長
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【秋の研修会について】荻窪法人会は秋と春に研修会を行っています。荻窪法人会
は荻窪税務署管内を5つのブロックに地域割りをしています。秋はそれぞれのブロッ
クが個別に研修会を開きます。秋の研修テーマの一つは荻窪税務署に講師をお願い
して税務・納税など税金に関わる話やいままで経験されたことなど講話していただき
ます。この研修テーマは各ブロック共通ですがブロックによっては第2部を編成して地
域に関わる講演を企画することがあります。法人会以外の方もご参加いただけます。

 平成30年度 公益社団法人 荻窪法人会

ブロック秋季研修会

ブロック 開催日 場　所 出席数

1 9月13日（ 木 ）17：30 井草区民センター
【共通テーマ】
「お酒の地理的表示（GI）について」
「インボイス制度について」
荻窪税務署 法人課税第１部門審理上席調査官 小西雄貴氏

3 0 名
2 9月  6日（ 木 ）18：00 杉並会館マツヤサロン 2 7 名
3 9月11日（ 火 ）18：00 荻窪タウンセブン8階 会議室 3 3 名
4 9月18日（ 火 ）18：00 シーダー HATA 4 0 名
5 9月28日（ 金 ）18：00 法 人会2階 会議室 2 9 名

計 1 5 9 名

全ブロック
共通テーマ

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
秋
季
研
修
会
は
、
9
月

13
日
木
曜
日
17
：
30
よ
り
井
草
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
内
容

は
、
荻
窪
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門
審

理
上
席
調
査
官
で
あ
る
小
西
雄
貴
様
に
よ
る

ご
講
演
で
し
た
。
第
1
部
の
テ
ー
マ
は
「
お

酒
の
地
理
的
表
示
（
G
I
）
に
つ
い
て
」。

普
段
、
お
酒
の
産
地
や
銘
柄
に
拘
る
割
に

は
、
G
I
表
示
な
る
も
の
が
あ
る
事
に
は
全

く
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
酒
の
地
理

的
表
示
（
G
I
）
は
、
国
税
庁
長
官
が
認
定

し
「
正
し
い
産
地
で
あ
る
こ
と
」
＆
「
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
品
質
で
あ
る
事
」
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
平
成
6
年
に
国
税
庁
が
制

度
を
制
定
し
、
平
成
27
年
に
見
直
し
を
行

い
、
全
て
の
酒
類
が
対
象
と
な
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
お
酒
を
選
ぶ
際
に
は
、
G
I

○
○
の
表
示
が
あ
る
事
を
し
っ
か
り
と
確
認

の
う
え
購
入
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
第
2
部
の
テ
ー
マ
は
、「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
」。
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
に
伴
う
平
成
35
年
10
月
1
日
か
ら
導
入

さ
れ
る
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
い
わ

ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
概
要
に
つ
い
て

詳
し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
軽
減

税
率
の
対
象
品
目
や
一
体
資
産
の
取
扱
い
、

外
食
や
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

違
い
な
ど
。
か
な
り
細
か
く
複
雑
な
内
容

な
の
で
、
な
か
な
か
ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
せ

ん
が
、
諸
外
国
を
旅
行
し
た
時
の
よ
う
な
イ

ン
ボ
イ
ス
用
紙
が
日
本
に
も
導
入
さ
れ
る
の

で
す
ね
。
レ
ジ
メ
ー
カ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業

界
も
2
0
0
0
年
問
題
の
時
の
よ
う
に
対
応

が
、
さ
ぞ
か
し
大
変
な
の
だ
ろ
う
な
と
思
え

ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
終
了
後
の
懇
親
会

も
、
普
段
は
め
っ
た
に
お
近
く
で
お
話
で
き

な
い
、
今
回
ご
来
賓
の
荻
窪
税
務
署
副
署

長
多
田
英
里
様
や
法
人
課
税
第
1
部
門
統

括
官
天
海
健
様
を
囲
み
、
終
止
和
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。
今
回
秋
季
研
修
会
に
ご

参
加
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

秋
季
税
務
研
修
会

研
修
委
員　

矢
島
勝
行

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
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9
月
11
日
、
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
8
階
に

て
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
、
司

会
の
岡
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
進
行
に
よ
り
、
研

修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
の
荻

窪
税
務
署
副
署
長　

多
田
様
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
法
人
課
税
第

一
部
門
審
理
上
席
調
査
官
の
小
西
様
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は「
お
酒
の
地
理
的
表
示
に
つ
い
て
」

と
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

と
て
も
分
か
り
や
す
い
解
説
で
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
各
委
員
会
か
ら
の
報
告
後
第
1

部
研
修
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

第
2
部
懇
親
会
は
江
島
11
支
部
副
支
部

長
の
司
会
に
よ
り
始
ま
り
、
八
方
担
当
副

会
長
に
よ
る
乾
杯
で
、
食
事
と
懇
談
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

研
修
会
後
も
税
務
署
幹
部
の
方
や
会
員

も
多
く
の
方
が
残
り
、
み
な
さ
ん
親
交
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

中
締
め
は
岡
田
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
挨
拶

し
、盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

税
務
の
知
識
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
た
と
て
も
有
意
義
な
研

修
会
で
し
た
。

去
る
平
成
30
年
9
月
6
日
午
後
6
時
よ

り
杉
並
会
館
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
ご

来
賓
、
多
田
副
署
長
・
天
海
法
人
課
税
第

一
部
門
統
括
官
・
小
西
法
人
課
税
第
一
部
門

審
理
上
席
調
査
官
の
三
方
を
お
迎
え
し
て
、

会
員
24
名
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

研
修
会
の
テ
ー
マ
は
二
つ
。

一
つ
目
は
、“
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
”

で
、　

消
費
税
値
上
げ
に
伴
う
軽
減
税
率
の

適
用
範
囲
や
、
請
求
書
の
表
示
方
法
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。

二
つ
目
は
、“
お
酒
の
地
理
的
表
示
に
つ

い
て
”
で
、
日
本
で
作
ら
れ
る
お
酒
、
日
本

酒
・
ワ
イ
ン
・
焼
酎
・
泡
盛
な
ど
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ン
の
よ
う
に
地
域
限
定
で

品
質
の
良
い
も
の
の
み
に
命
名
権
を
与
え
る

と
い
う
。
日
本
も
よ
い
お
酒
が
名
前
で
分
か

る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
、
感
心
し
た
。
う
れ

し
い
限
り
で
あ
る
。

そ
の
後
、
署
の
人
た
ち
を
交
え
て
の
懇
親

会
に
な
っ
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。

秋
季
税
務
研
修
会

懇
親
会
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ひ
と
時

ブ
ロ
ッ
ク
長　

河
又
雅
之

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
長　

矢
澤
規
充

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
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9
月
18
日
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会

が
久
我
山
シ
ー
ダ
ー
H
A
T
A
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

毎
年
秋
の
研
修
会
は
税
務
署
に
よ
る
勉

強
会
で
す
。
今
回
は
多
田
副
署
長
様
、
天

海
第
1
統
括
官
様
、
小
西
審
理
上
席
調
査

官
様
を
お
迎
え
し
て
の
「
お
酒
の
地
理
的
表

示
に
つ
い
て
（
G
I
）」
と
「
イ
ン
ポ
イ
ス

制
度
に
つ
い
て
」
と
2
本
立
で
し
た
。
お
酒

の
話
は
皆
好
き
で
、
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
は
来
年
10
月

に
予
定
の
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
軽
減
税

率
が
あ
る
の
で
会
計
ソ
フ
ト
等
を
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
準
備
に
半
年
は
か

か
る
と
い
う
事
。
そ
し
て
特
に
飲
食
、
物
販

関
係
が
と
て
も
面
倒
に
な
り
混
乱
す
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
事
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
飛

入
り
も
あ
り
40
名
の
参
加
者
で
し
た
。
第

2
部
で
は
志
村
副
会
長
の
挨
拶
、
田
中
副

会
長
の
乾
杯
で
は
じ
ま
り
税
務
署
幹
部
も

交
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と
一
時
を
過
ご
し
、

最
後
に
中
原
18
支
部
長
の
〆
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

9
月
28
日
、
法
人
会
2
階
会
議
室
に
て

荻
窪
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
審
理
上

席
調
査
官 

小
西
雄
貴
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
て
、「
お
酒
の
地
理
的
表
示
に
つ
い
て
」「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
」
の
2
テ
ー
マ
の

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
酒
に
つ
い
て
「
正
し
い
産
地
」
で
あ
る

こ
と
と
、「
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
生
産
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
地
理
的
表
示（
G
I
）」

は
、
税
を
司
る
国
税
庁
の
お
墨
付
き
で
あ
る

と
い
う
興
味
深
い
お
話
し
に
参
加
者
全
員
が

食
い
入
る
よ
う
に
受
講
し
て
お
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
年
の
10
月
よ
り
予
定
さ
れ
て
い

る
消
費
税
率
引
き
上
げ
を
前
に
、
同
時
に

実
施
さ
れ
る
軽
減
税
率
制
度
と
そ
れ
に
伴

い
平
成
35
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

軽
減
税
率
は
、
酒
類
・
外
食
を
除
く
飲

食
料
品
。
週
二
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞

を
対
象
に
、
標
準
税
率
10
％
に
対
し
て
8

％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
（
適
格
請
求
書
保
存
方
式
）
は
、
売

手
が
買
手
に
対
し
て
、
正
確
な
適
用
税
率

や
消
費
税
額
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
発
行
、

交
付
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
適
格

請
求
書
事
業
者
に
な
る
た
め
に
は
登
録
が

必
要
で
、
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
は
様
々
な

問
題
点
を
抱
え
て
お
り
、
例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ

等
で
定
着
し
つ
つ
あ
る
イ
ー
ト
イ
ン
（
店
内

飲
食
コ
ー
ナ
ー
）
で
は
食
品
の
持
ち
帰
り
は

税
率
8
％
に
対
し
て
、
買
っ
た
食
品
を
店
内

で
食
べ
る
と
外
食
と
な
り
10
％
が
課
せ
ら
れ

る
。
こ
れ
を
レ
ジ
前
で
店
員
が
確
認
で
き
る

の
か
、
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

そ
う
い
っ
た
様
々
な
事
柄
を
考
慮
し
て
、
早

め
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
ご
来
賓
と
し
て
お
招
き
い
た

し
ま
し
た
荻
窪
税
務
署
副
署
長 

多
田
英
里

様
、
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官 

天
海
健

様
に
お
か
れ
ま
し
て
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
季
税
務
研
修
会

今
回
は
2
テ
ー
マ
の
秋
季
税
務
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
長　

秦
寿
吉

副
ブ
ロ
ッ
ク
長　

野
崎
敬
雄

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会

第
5
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
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平
成
30
年
10
月
26
日
、
高
根
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
で
行
っ
た
。
ス
コ
ア
ー
が
天
候

の
せ
い
に
で
き
な
い
く
ら
い
の
晴
天
に
恵

ま
れ
た
。
秋
の
清
々
し
い
空
気
の
中
、
38

名
の
参
加
で
、
東
コ
ー
ス
・
西
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
、
8
時
に
競
技
ス
タ
ー
ト
し
た
。

午
後
2
時
ご
ろ
に
は
全
員
が
無
事
ホ
ー

ル
ア
ウ
ト
し
、
成
績
発
表
会
場
の
西
荻「
こ

け
し
屋
」
に
向
か
っ
た
。

5
時
半
に
、
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
32
名

全
員
が
そ
ろ
い
、
小
竹
会
長
の
挨
拶
、
井

口
副
会
長
の
乾
杯
で
開
始
し
た
。
今
回
の

準
備
担
当
の
2
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、
景
品
の

提
供
企
業
へ
の
謝
辞
と
紹
介
が
あ
っ
た
。

成
績
は
、
個
人
の
成
績
、
優
勝
、
田
中
一

弘
氏
、
準
優
勝
、
大
石
剛
生
氏
、
女
性
部

門
優
勝
、
吉
田
喜
久
江
氏
、
準
優
勝
、
小

張
貞
子
氏
と
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
の
4
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
6
名

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
感

激
の
あ
ま
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
弁
が
大

石
剛
生
氏
よ
り
行
わ
れ
た
。

田
中
副
会
長
の
音
頭
に
よ
る
1
本
締
め

で
散
会
し
た
。
運
営
の
携
わ
っ
た
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
の
清
々
し
い
空
気
の
中
、
38
名
の
参
加

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
河
又
雅
之

順 位 氏　名 グ ロ ス ネット

優 勝 田中一弘 72 69.6

準 優 勝 大石剛生 92 70.4

 3 位 川辺日出海 81 71.4

 4 位 加藤敏行 84 73.2

 5 位 吉田喜久江 93 73.8 

 6 位 松澤和洋 93 73.8

 7 位 成木恒寿 80 74.0

 8 位 小俣富一 91 74.2

 9 位 小竹良夫 96 74.4

1 0 位 柴田豊幸 96 74.6

成績表（敬称略）

個人成績
順 位 ブロック ネット合計

優 勝 4 440.0

準優勝 2 448.4

第 3 位 5 460.0

第 4 位 1 460.4

第 5 位 3 476.4

団体戦成績（ネット）

第17回

ブロック対抗ゴルフ大会
会員同士の交流も深まる「ブロック対抗ゴルフ大会」は毎年行われ、会員の楽しみのひとつです。
真剣なプレーで個人と各ブロックで成績を競い合い会員企業の協力で賞品の提供をしていただいています。

東洋時計（株）
（株）井口鉱油
（株）チャイルド社
（株）志村運 送
（株）泉商会

昌英塗装工業（株）
鳥羽建設（株）

（株）ロードランナー
（株）興建社
（株）西部旭建装
（株）大藪 保険コンサルティング
（株）芳文社印刷

富士商会（株）
（株）河又
（有）春日園
（株）永田商会

武蔵商事（株）
（株）石萬

大同生命保険（株）
AIG 損害保険（株）
大總商事 ( 株 )
高根 CC

賞品 をご 提供 いただいた 企業一覧（ 順不同 ）

個人優勝の田中一弘さんと小竹会長

ブロック対抗優勝の第4ブロックの皆さん
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひとつに
e-Tax普及推進がございます。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するためには会員皆さ
ま方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京税理士会荻窪支
部の先生方全員にアンケートを実施しております。

質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行うと
ご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発したところ
79名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組んでおられます。
そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子申告でお願いしますよ。」
と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展していく
と思います。何卒皆さま方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。

e-Tax普及推進委員会

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e -Tax推進税理士事務所について
e-Ta x 普及 推 進 委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 池上敬子 天沼1-41-6 5932 - 5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392 - 2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794 - 7334
石澤　潔 天沼3-12-19 3398 - 4910
井上仁 天沼3-27-2荻窪MTビル1階 3392 - 4177

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336 - 6457
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333 - 4868
内山千枝 西荻南3-8-16-902 3334 - 5021
佐山政雄 西荻南3-9-11-501 3333 - 0221

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333 - 9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370 - 8518
新江洋子 久我山5-36-22-201 3335 - 7425

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334 - 1305
小松原伸元 宮前4-31-1 5941 - 9239
小松原英雄 宮前5-7-19 3331 - 3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247 - 7194

荻窪 熊澤眞理子 荻窪1-17-11 6915 - 1807
森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397 - 8026
永井敏雄 荻窪2-27-11 5397 - 6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15　第3野村ビル300号 3392 - 1101
望月英仁 荻窪4-6-24-201 5347 - 2945
黒岩民子 荻窪4-12-12　ISHIIレジデンス201 6795 - 5216
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391 - 7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394 - 1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3ＡＫオギクボビル401 050 - 5527 - 4372
釜谷彰一 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6006
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383 - 6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398 - 8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393 - 2671
池田幸弘 荻窪5-16-14カパラビル8階 5335 - 7981
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347 - 9930
松井   勉 荻窪5-18-11-301 3392 - 7223
大島康司 荻窪5-22-12戸田ビル205 5335 - 7465
税理士法人茂木
会計事務所 荻窪5-25-6 3393 - 0211

青葉総合税理
士法人 荻窪5-26-9コスモＹビル5Ｆ 3398 - 0523

岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392 - 1198
松庵 大槻一弘 松庵3-38-20 KURA松庵305 6795 - 8420

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 堀真由美 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397 - 6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310 - 3228

上井草 竹田雄輔 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-105 6913 - 8665
久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303 - 4823

下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390 - 9437
山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 6276 - 7833
税理士法人稲
村会計事務所 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382 - 2711

藍野和男 下井草4-1-6 3397 - 5118
鈴木百香 下井草4-32-9 3399 - 1555
田子周一 下井草4-33-12 3395 - 3343
小島孝子 下井草5-23-2鈴木ビル203 6317 - 7493

今川 中村良三 今川3-8-4 3399 - 3976
中村行雄 今川3-8-4 3399 - 3976

西荻北 下島聡司 西荻北2-3-9Ken’ s西荻北ビル5F 6316 - 8010
馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394 - 5922
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301 - 5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397 - 2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303 - 6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423 - 0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936 - 0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399 - 0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303 - 5781

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391 - 6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391 - 2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391 - 5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391 - 1044
今村千恵子 上荻1-18-12春木屋ビル 6915 - 1303
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393 - 7571
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392 - 5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913 - 0520
藤村　茂 上荻2-19-18RKII2階 6231 - 1701
小澤俊夫 上荻2-19-18RKII2階 3391 - 8731
森田光雄 上荻2-19-18RKII2階 6874 - 7851
和田　実 上荻4-19-22-603 3395 - 1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395 - 3111

本天沼 小 野 寺 誠 税
理士事務所 本天沼2-41-8 5303 - 1680

清水 本間康弘 清水1-16-5IWAIビル5F 6913 - 5681
小林滋子 清水3-9-9-102 5938 - 5100

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398 - 1316
黒川えり 天沼1-9-9 090 - 8479 - 0152
鯉渕洋行 天沼1-11-13 090 - 8039 - 4867
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392 - 5455

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略） 平成 30 年 10 月 15 日現在
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幼
い
こ
ろ
か
ら
運
動
が
好
き

　

今
年
、
荻
窪
税
務
署
に
着
任
さ
れ
た
中
山

署
長
は
、
昭
和
36
年
、
青
森
県
八
戸
市
の
お

生
ま
れ
で
す
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
運
動
が
好
き

で
「
缶
蹴
り
」
や
「
三
角
ベ
ー
ス
」
で
遊
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
荻
窪
税
務
署
で

も
い
く
つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
に
属
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

　

青
森
県
と
い
っ
て
も
お
住
ま
い
だ
っ
た
八

戸
市
は
、
縄
文
遺
跡
が
出
土
す
る
な
ど
人
が

定
住
し
た
歴
史
は
古
く
い
わ
ゆ
る
イ
メ
ー
ジ

す
る
「
田
舎
」
で
は
な
く
、
漁
業
、
商
工
業

で
発
展
し
て
き
た
街
で
、
現
在
は
青
森
市
・

弘
前
市
と
と
も
に
青
森
県
主
要
三
都
市
の
一

角
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

「
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
住
宅
街
に
整
地
さ
れ

た
広
い
遊
び
場
が
あ
り
ま
し
て
、
よ
く
缶
蹴

り
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
や
は
り
お
金
の
か

か
る
も
の
は
買
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
の
で
、

お
の
ず
と
外
で
走
り
回
る
し
か
な
い
だ
ろ
う

な
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
」

　

中
学
校
へ
上
が
る
と
運
動
が
好
き
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
軟

式
テ
ニ
ス
な
ど
様
々
な
部
活
に
属
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

「
部
活
は
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
や
っ
た
ら
背
が
高
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
か
、
そ
の
程
度
の
動
機
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
（
笑
）」

や
は
り
青
森
と
言
え
ば
厳
し
い
冬
。
お
住
ま

い
の
地
域
は
太
平
洋
側
で
雪
は
あ
ま
り
積
も

ら
な
い
そ
う
で
す
が
冬
の
寒
さ
は
厳
し
く
、

そ
ん
な
中
で
の
運
動
は
と
い
う
と
、

「
ス
ケ
ー
ト
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
競
技
会
も

よ
く
行
わ
れ
る
市
営
の
4
0
0
ｍ
リ
ン
ク
ま

で
出
掛
け
て
い
っ
て
滑
っ
て
い
ま
し
た
。
凍

ら
せ
た
田
ん
ぼ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
（
笑
）」

東
京
で
の
ス
タ
ー
ト
は
荻
窪
か
ら

　

高
校
は
市
内
の
進
学
校
へ
進
み
、
三
年
生

に
な
っ
て
大
学
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
た
と

き
に
税
務
職
員
と
な
る
き
っ
か
け
を
見
つ
け

ま
す
。

「
国
家
公
務
員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、

力
試
し
に
一
次
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
運
よ

く
合
格
し
二
次
試
験
を
受
け
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
と
き
の
説
明
を
聞
い
て
税
務
職
員

を
目
指
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
給
料
を
い
た

だ
き
な
が
ら
一
年
間
全
寮
制
で
の
研
修
が
受

け
ら
れ
、
更
に
職
場
に
配
属
さ
れ
た
後
夜
間

大
学
に
通
う
こ
と
も
可
能
で
そ
ん
な
先
輩
も

多
く
い
る
と
い
う
セ
ー
ル
ス
・
ト
ー
ク
を
聞

い
て
、
ス
ト
ン
と
落
ち
ま
し
た
ね
（
笑
）
大

学
進
学
に
も
未
練
が
あ
っ
た
の
で
」

　

船
橋
の
税
務
大
学
校
卒
業
の
後
、
中
山

署
長
が
配
属
さ
れ
た
の
が
浅
草
税
務
署
で
し

た
。
そ
し
て
な
ん
と
卒
業
後
は
、
荻
窪
の
独

身
寮
か
ら
職
場
や
夜
間
大
学
に
通
っ
て
い
た

研修時代は荻窪にあった寮で過ごし、偶然にも荻窪税務署署長として荻窪に戻ってこられた中山幹浩署長。八戸で
の幼年期、税務職員としての進路を選んだいきさつ、ご趣味の畑仕事の話、荻窪の街について等、ざっくばらんに
お話いただきました。

中 山 幹 浩
荻窪税務署署長インタビュー

荻窪で始まった東京での生活は
仕事と夜間大学の二刀流

聞き手／前田薫範・岡 博之

荻窪法人会は税務の協力団体でもあります。
新任の税務署長の人柄を紹介しながら、税務行政について、
また荻窪の感想をお聞きします。
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そ
う
で
す
。

「
独
身
寮
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
う

ど
税
務
署
の
裏
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。
荻
窪

は
夜
間
大
学
に
通
う
人
た
ち
が
入
る
寮
で
し

た
。
毎
日
夜
遅
く
帰
っ
て
き
て
い
た
の
で
、

当
時
荻
窪
の
街
を
ゆ
っ
く
り
散
策
す
る
こ
と

は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

そ
の
後
東
京
局
管
内
の
税
務
署
、
国
税

局
を
い
く
つ
か
異
動
後
、
平
成
19
年
か
ら
東

京
国
税
局
総
務
部
会
計
課
課
長
補
佐
、
平

成
23
年
か
ら
会
津
若
松
税
務
署
副
署
長
、

平
成
25
年
に
練
馬
東
税
務
署
副
署
長
、
平

成
26
年
に
東
京
派
遣
国
税
庁
監
察
官
、
そ

し
て
平
成
28
年
に
東
京
国
税
局
総
務
部
営

繕
監
理
官
に
。
中
で
も
長
く
在
籍
さ
れ
た
と

い
う
東
京
国
税
局
総
務
部
会
計
課
で
の
仕

事
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
組
織
の
基
盤
と
な
る
い
わ
ゆ
る
『
ヒ
ト
、
モ

ノ
、
カ
ネ
』
の
う
ち
、『
モ
ノ
』
と
『
カ
ネ
』

に
携
わ
り
組
織
に
貢
献
で
き
た
ん
だ
ろ
う
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。
国
税
の
仕
事
に
必
要
な

物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
、
予
算
管
理
な
ど
、

第
一
線
か
ら
は
遠
い
よ
う
で
実
は
密
接
に
関

わ
る
重
要
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
前
任
の

営
繕
監
理
官
の
仕
事
も
実
は
会
計
課
の
仕
事

の
一
部
で
、
い
わ
ば
『
ハ
コ
』（
庁
舎
）
に
関

わ
る
仕
事
と
言
え
ま
す
」

　

い
わ
ゆ
る
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
的
な

仕
事
を
長
く
経
験
さ
れ
て
き
た
中
山
署
長

で
す
。

趣
味
の
畑
仕
事

　

休
日
は
奥
様
の
ご
実
家
が
あ
る
山
梨
県

ま
で
月
に
何
度
か
通
い
、
趣
味
の
畑
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
半
分
く
ら
い
の
広
さ

の
畑
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
季
節
の
野
菜
を

数
多
く
の
種
類
植
え
て
い
ま
す
。
夏
場
は

『
ナ
ス
』『
キ
ュ
ウ
リ
』『
ピ
ー
マ
ン
』、
秋
か

ら
冬
に
は
『
キ
ャ
ベ
ツ
』『
白
菜
』『
大
根
』

な
ど
で
す
。
畑
仕
事
は
と
に
か
く
雑
草
と
の

戦
い
で
す
ね
。
大
変
で
す
け
ど
そ
の
分
収
穫

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。
毎
年
『
大
豆
』

な
ん
か
も
植
え
て
い
て
、
そ
の
大
豆
か
ら
さ

ら
に
味
噌
も
作
っ
て
親
戚
み
ん
な
で
食
べ
て

い
ま
す
。」

　

畑
仕
事
と
い
っ
て
も
都
会
で
想
像
す
る

家
庭
菜
園
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
農
業
に
近

い
も
の
の
よ
う
で
す
。

味
わ
い
深
い
街

　

最
後
に
、
荻
窪
の
印
象
、
荻
窪
法
人
会

へ
の
一
言
を
伺
い
ま
し
た
。

「
味
わ
い
深
い
街
で
落
ち
着
い
た
感
じ
が
し

ま
す
ね
。
つ
い
先
日
、
日
曜
日
に
妻
と
一
緒

に
井
草
八
幡
宮
と
善
福
寺
公
園
を
散
策
し

ま
し
た
。
や
は
り
自
然
が
多
い
で
す
ね
。
ボ

ー
ト
乗
っ
た
ら
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う
な
と
も

思
い
ま
し
た
が
、あ
ま
り
に
も
暑
く
て
（
笑
）

　

昔
多
く
の
文
豪
が
住
ん
で
い
た
と
い
う

情
報
と
と
も
に
『
荻
窪
風
土
記
』
と
い
う

本
を
職
員
が
持
っ
て
き
て
く
れ
て
、
読
み
始

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

風
土
が
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
を
育
ん
で
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
親
子
で
法
人
会
の
活

動
に
参
加
さ
れ
て
い
た
り
、
先
輩
後
輩
の

信
頼
関
係
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
会
員
同

士
の
結
束
が
非
常
に
強
い
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
皆
様
が
『
協
力
し
ま
す
よ
』

『
何
で
も
言
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
の
で
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
税
務
行
政
と
い
う
の
は
、
皆
様
の

ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
と
い
う
部

分
が
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
無
茶
な

お
願
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
後
と
も
多
方
面
に
わ
た
る
ご
協
力

を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

INTERVIEW

11　



社
名
の
「
豊
多
摩
」
は
地
名
か
ら

　

井
上
和
英
さ
ん
は
、
荻
窪
生
ま
れ
の
荻
窪
育
ち

で
す
。
衛
生
病
院
で
生
ま
れ
、
盈
進
小
学
校
、
宮

前
中
学
校
卒
業
、
日
本
大
学
を
出
た
後
、
主
に
電

話
交
換
機
や
情
報
通
信
機
器
を
手
が
け
る
岩
崎

通
信
機
に
就
職
し
帝
王
学
を
学
び
、
現
在
は
父
の

跡
を
継
ぎ
運
送
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

「
大
正
12
年
、
祖
父
の
井
上
金
六
が
山
梨
の
甲

府
か
ら
上
京
し
新
宿
、
角
筈
に
出
て
き
て
豊
多

摩
運
送
店
と
し
て
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
当

時
、
新
宿
の
地
名
は
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
新
宿

村
と
い
い
、
会
社
の
屋
号
は
、
そ
こ
か
ら
と
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
8
年
父
が
荻
窪
に
出

て
き
て
、
荻
窪
駅
前
で
豊
多
摩
運
送
店
荻
窪
支

店
を
開
設
。

　

戦
前
は
、
味
噌
、
米
、
醤
油
を
含
め
て
、
運

送
は
貨
物
列
車
が
運
ん
で
い
ま
し
た
。
各
駅
に

国
鉄
の
中
継
所
が
あ
り
、
荻
窪
駅
に
も
、
今
の

ル
ミ
ネ
の
建
物
が
あ
っ
た
場
所
に
貨
物
専
用
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
こ
で
荷
捌
き
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
、
自
動
車
が
普

及
し
始
め
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
変
化
し
て
い
き

ま
し
た
。
昭
和
26
年
会
社
名
を
豊
多
摩
通
運
株

式
会
社
と
し
て
運
送
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
昭
和
23
年
か
ら
お
取
引
を
頂
い
て
い

る
岩
崎
通
信
機
の
物
流
を
主
に
行
い
、
福
島
に

電
話
製
造
工
場
が
あ
り
、
N
T
T
を
中
心
に
ビ

ジ
ネ
ス
電
話
、
精
密
機
械
を
全
国
に
配
送
し
て

い
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
、
精
密
機
器
の
個
装
、
外
装
、

梱
包
、
保
管
、
出
荷
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
全
社
員
一
丸
と
な
り
、
安
全
輸
送
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

私
も
44
歳
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
、
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
現
場
の
第
一
線
で
や
っ
て
い

ま
し
た
。」

荻
窪
周
辺
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た

 「
荻
窪
駅
の
周
辺
も
だ
い
ぶ
変
わ
り
、
昔
は
、
路

面
電
車
（
チ
ン
チ
ン
電
車
）
の
終
着
駅
が
東
光

ス
ト
ア
ー
と
豊
多
摩
の
本
社
前
に
あ
り
、
新
宿

ま
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。
車
も
交
差
し
て
線
路

の
上
を
走
る
の
で
、
よ
く
走
れ
る
な
と
子
供
心

に
感
心
し
ま
し
た
。

　

北
口
駅
前
に
会
社
が
あ
り
高
校
ま
で
そ
こ
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
横
手
に
、
徳
川
夢
声
さ
ん

の
家
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
16
年
N
H
K
ラ
ジ

オ
放
送
で
、
吉
川
英
治
作
宮
本
武
蔵
を
朗
読
さ

れ
、
こ
の
放
送
で
宮
本
武
蔵
が
一
躍
有
名
に
な

り
ま
し
た
。
よ
く
裏
の
空
き
地
で
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
を
や
り
、
夢
声
さ
ん
の
お
庭
に
ボ
ー
ル
が
入

り『
す
い
ま
せ
ん
、ボ
ー
ル
と
ら
せ
て
く
だ
さ
い
』

と
言
っ
て
と
り
に
く
の
で
す
が
、
何
回
も
行
く

も
の
で
す
か
ら
奥
様
に
よ
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荻
窪
駅
北
口
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
バ
ス
停

は
、
今
よ
り
だ
い
ぶ
狭
く
、
青
梅
街
道
か
ら
駅

前
ま
で
小
売
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
金
物
屋

の
報
恩
商
店
さ
ん
か
ら
横
並
び
に
、
追
分
浜
田

さ
ん
、
寿
司
政
さ
ん
、
喫
茶
店
エ
リ
カ
さ
ん
、

布
団
の
冨
田
屋
さ
ん
、
ラ
ー
メ
ン
の
マ
ル
福ふ
く
さ

ん
、
団
子
屋
の
き
く
屋
さ
ん
、
婦
人
服
の
ベ
ル

さ
ん
、
高
橋
電
気
屋
さ
ん
、
ブ
ラ
ザ
ー
の
伊
東

ミ
シ
ン
さ
ん
、
果
物
屋
の
丸
美
さ
ん
、
中
央
線
、

一
号
店
新
星
堂
さ
ん
、
カ
ツ
オ
出
汁
の
い
い
に
お

い
が
プ
ン
プ
ン
し
て
い
た
マ
ル
信し
ん
さ
ん
、
昼
間
か

ら
大
勢
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
並
ん
で
い
る
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
私
も
よ
く
食
べ
に
行
き
ま
し

井上和英源泉部会長はお仕事以外でも剣道（ 剣道教士七段 ）を修行し、正師との出会い、剣道から学んだ人生の指針
について、また愛犬家としての一面、そして、部会長としての抱負などをうかがいました。

井 上 和 英
源泉部会長
インタビュー

真実・誠とは、人間形成の道である。
鹿島神伝直心影流の法定之型は、
動く禅である！

聞き手／前田薫範・岡 博之・小笠原秀明
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た
。
な
つ
か
し
い
限
り
で
す
。

　

父
の
武
次
は
88
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、

３
６
５
日
よ
く
働
い
て
い
ま
し
た
。
福
島
か
ら

送
っ
て
き
た
真
っ
白
な
チ
ャ
ボ
を
と
て
も
か
わ
い

が
り
、
卵
を
皆
に
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
卵
も
か

え
し
た
り
し
て
、
多
い
時
に
は
20
羽
ぐ
ら
い
に

な
り
ま
し
た
。
世
話
を
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。

青
梅
街
道
で
飼
っ
て
い
ま
し
た
の
で
ご
記
憶
の

あ
る
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
働
き

者
の
父
で
し
た
。」

6
歳
か
ら
剣
道
を
は
じ
め
て
、
荻
窪
道
場
を
造
る

　

現
在
、
井
上
部
会
長
は
ご
自
分
の
道
場
ま
で

造
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
は
六
歳
か
ら
大
義
塾
と
い
う
本
天
沼
に
あ
っ

た
町
道
場
で
剣
道
を
教
わ
り
ま
し
た
。
中
村
藤

吉
先
生
と
い
う
カ
イ
ザ
ル
ひ
げ
を
生
や
し
た
大

先
生
が
い
て
、
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
大

先
生
は
1
m
5
0
ｃｍ
も
な
い
く
ら
い
の
小
柄
の

先
生
で
し
た
が
、
剣
道
の
武
道
専
門
学
校
を
出

ら
れ
、
戦
前
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
14

支
部
1
万
5
0
0
0
人
の
弟
子
を
つ
く
り
、
剣

道
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
す
。
私
は
そ
の

最
後
の
愛
弟
子
で
す
。

　

稽
古
は
1
週
間
、
木
曜
日
の
休
み
以
外
は
毎

日
あ
り
ま
し
た
。
鉢
巻
を
し
て
発
声
練
習
の
後
、

大
先
生
の
稽
古
は
荒
く
、
小
学
校
1
年
生
で
も

道
場
の
入
り
口
の
石
段
へ
落
と
さ
れ
、
中
に
入

れ
て
く
れ
な
く
て
泣
き
な
が
ら
稽
古
を
し
ま
し

た
。
当
然
、
寒
稽
古
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
す

が
、
朝
6
時
か
ら
七
日
間
、
毎
日
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
コ
を
着
て
通
い
ま
し
た
。
寒
い
な
か
手
は
か
じ

か
ん
で
し
ま
う
し
、
大
き
な
火
鉢
が
あ
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

18
歳
の
と
き
に
警
視
庁
の
範
士
九
段
、
最
高

名
誉
師
範
の
小
川
忠
太
郎
先
生
に
お
会
い
し
古

武
道
を
習
い
ま
し
た
。

　

古
武
道
と
い
う
の
は
江
戸
時
代
武
士
が
習
っ

て
い
た
流
派
全
般
を
言
い
ま
す
。
私
は
、
鹿
島

神
伝
直
心
影
流
を
学
び
ま
し
た
。
基
本
の
型
で

あ
る
『
法
定
四
本
之
型
』
が
あ
り
、一
本
目
『
八

相
発
破
』
二
本
目
『
一
刀
両
断
』
三
本
目
『
右

転
左
転
』
四
本
目
『
長
短
一
味
』。
簡
単
な
よ
う

で
大
変
難
し
い
も
の
で
す
。
打
ち
込
み
と
呼
吸

法
か
ら
成
り
立
ち
、
小
川
忠
太
郎
先
生
は
、
こ

れ
を
『
動
く
禅
』
と
言
い
、『
出
発
点
が
捨
て
身
、

到
着
点
が
相
打
ち
』
捨
て
身
と
は
、
自
分
の
体

を
捨
て
る
事
、
体
を
捨
て
る
と
心
が
生
ま
れ
、

本
当
の
自
分
が
生
ま
れ
る
。
捨
て
身
が
出
来
な

け
れ
ば
、
小
手
先
だ
け
に
な
り
、
精
神
面
の
内

容
が
伴
わ
ず
、
人
間
的
に
伸
び
な
い
。
無
心
と

は
捨
て
身
で
あ
る
。
ま
た
、
小
川
忠
太
郎
先
生

は
、『
井
上
君
、
剣
道
は
、
勝
っ
た
負
け
た
で
は

な
い
、段
よ
り
実
力
、実
力
よ
り
真
実・誠
だ
ぞ
』

『
ご
本
尊
を
見
つ
け
ま
し
た
か
』『
本
当
の
一
本

が
打
て
ま
し
た
か
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

一
歩
で
も
近
づ
け
る
よ
う
更
な
る
努
力
を
と
念

じ
て
い
ま
す
。

　

12
年
前
、
昔
の
大
義
塾
の
道
場
の
写
真
が
出

て
き
ま
し
た
の
で
、
本
家
の
了
解
を
頂
き
手
狭

で
す
が
弊
社
五
階
に
、
剣
道
場
を
造
り
ま
し
た
。

今
あ
る
の
は
、
剣
道
の
お
か
げ
、
恩
返
し
の
つ

も
り
で
造
り
ま
し
た
。
今
の
子
供
た
ち
に
昔
と

同
じ
よ
う
に
板
の
間
の
道
場
で
稽
古
を
さ
せ
て

あ
げ
た
い
、
子
供
た
ち
が
明
る
く
元
気
に
成
長

す
る
と
と
も
に
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
大
切

に
し
、
優
し
い
子
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
指
導

の
先
生
方
に
は
、
さ
ら
に
稽
古
に
励
み
剣
道
の

上
達
は
も
と
よ
り
人
間
形
成
の
道
に
努
め
て
頂

き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
造
り
ま
し
た
。

　

道
場
の
名
前
は
、
荻
窪
道
場
で
す
。
昨
年
か

ら
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
座
禅
会
を
始
め
ま

し
た
。

　

今
は
、
大
人
の
稽
古
が
中
心
で
す
が
、
八
段

の
先
生
が
６
人
指
導
に
当
た
り
、
勇
猛
精
進
し

て
い
ま
す
。（
勝
ち
に
な
り
き
る
、
勝
負
を
超
え

た
信
念
）
正
師
に
出
会
い
、
正
し
い
剣
道
、
正

し
い
心
を
持
っ
て
稽
古
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

幕
末
の
剣
士・島
田
虎
之
助
が
言
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
れ
剣
は
心
な
り
。
心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
剣

又
正
し
か
ら
ず
。
す
べ
か
ら
く
剣
を
学
ば
ん
と

欲
す
る
者
は
、
ま
ず
心
よ
り
学
ぶ
べ
し
』
と
。」

新
た
な
家
族
、
華
虎
ち
ゃ
ん

「
今
年
の
３
月
、
一
人
娘
が
増
え
ま
し
た
。
名
前

は
、
黒く
ろ
と
ら虎模
様
な
の
で
華は
な
こ虎
と
名
付
け
ま
し
た
。

秋
田
犬
で
メ
ス
で
す
。
秋
田
犬
と
書
い
て
あ
き

た
い
ぬ
と
読
み
ま
す
。
平
成
30
年
１
月
10
日
生

ま
れ
で
、
二
か
月
目
に
来
た
時
に
は
、
４・７
キ

ロ
、
今
は
27
キ
ロ
も
あ
り
ま
す
。
足
が
、
ホ
ワ

イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
で
と
て
も
美
人
さ
ん
で
い
い
子
で

す
。
秋
田
犬
は
、
も
と
も
と
江
戸
時
代
大
館
地

域
で
マ
タ
ギ
の
狩
猟
犬
と
し
て
育
て
ら
れ
、
現

代
で
も
D
N
A
は
残
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

洋
犬
と
違
っ
て
人
な
つ
っ
こ
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
忠
実
で
す
。
余
談
で
す
が
、
１
９
３
１
年
天

然
記
念
物
秋
田
犬
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
朝
晩
、
散
歩
に
行
っ
て
い
ま
す
。
買

っ
た
ゲ
ー
ジ
は
す
ぐ
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、『
犬
舎
』
を
造
り
ま
し
た
。
庭
も
、
植
木

鉢
も
片
づ
け
て
、
小
さ
い
で
す
が
ド
ッ
グ
ラ
ン
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
華
虎
の
成
長
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
す
。」

源
泉
部
会
長
と
し
て

「
法
人
会
は
32
歳
頃
、
水
島
隆
年
前
会
長
が
青
年

部
会
長
を
や
っ
て
い
た
時
、
青
年
部
会
に
入
り

ま
し
た
。
今
は
理
事
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
４
月
総
会
で
源
泉
部
会
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

急
な
お
話
で
し
た
の
で
、
何
を
し
て
い
い
の

か
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

源
泉
部
会
は
、
年
に
4
回
の
役
員
会
、
9
回

の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

お
役
に
立
つ
よ
う
、
余
り
か
た
よ
ら
ず
、
幅
広

い
研
修
内
容
に
な
る
よ
う
工
夫
研
鑽
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
会
員
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

頂
き
、
よ
り
良
い
部
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。」

INTERVIEW

会社入り口前にある仁王様の前にて 道場を案内くださる井上部会長

華虎ちゃん
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快
話
の
あ
い
う
え
お
も
て
な
し

　

歳
を
取
る
ほ
ど
に
元
気
で
楽
し
く
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
活
す
る
に
は
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と

「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
が
大
切
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
「
教
養
」
と
「
教
育
」
で
は
な
く
、「
今
日
、

用
事
が
あ
る
こ
と
」
と
「
今
日
、
行
く
と
こ
ろ

が
あ
る
こ
と
」。
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
元
気
な

高
齢
期
を
過
ご
す
た
め
に
も
、
声
を
出
す
こ
と

は
と
て
も
大
事
で
す
。
三
谷
さ
ん
は
、
声
を
出

す
た
め
に
、
ま
ず
喉
を
鍛
え
る
こ
と
の
重
要
性

か
ら
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
声
を
出
し
て
、
健
康
で
長
生
き
を
す
る
た
め
に

は
、
喉
を
鍛
え
る
、
舌
を
鍛
え
る
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
喉
の
大
切
さ
に
は
3
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
嚥
下
、
飲
み
込
む
た
め
の
喉
。
2

番
目
に
呼
吸
、
生
き
て
い
く
た
め
の
空
気
の
出

し
入
れ
の
呼
吸
。
そ
れ
か
ら
言
葉
を
出
す
発
声

で
す
。
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
は
健
康
で
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
声
が
し
っ
か
り
出
る
人
は
飲
み

込
み
力
が
あ
り
、
声
が
か
す
れ
て
き
た
ら
飲
み

込
み
力
が
衰
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
日
は
私
の
講
演
と
い
う
よ
り
は
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
喉
と
舌
、
口
を
鍛
え
て
、
し
っ
か
り
と

声
を
出
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
る
、
笑
う
、
歌
う
に
は

喉
仏
が
す
ご
く
大
事
で
、
特
に
喉
仏
が
上
下
す

る
の
が
と
て
も
大
事
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
私

の
考
え
で
す
が
、
女
性
は
お
し
ゃ
べ
り
や
笑
い
が

多
い
の
で
、
喉
の
筋
力
が
つ
い
て
、
飲
み
込
む
力

も
あ
り
ま
す
。
笑
う
こ
と
で
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
の
ド

ー
パ
ミ
ン
が
出
て
、
免
疫
力
も
高
く
な
っ
て
、
そ

の
た
め
に
男
性
よ
り
女
性
の
ほ
う
が
長
生
き
な

の
か
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

私
は
『
東
京
発
～
昭
和
歌
物
語
』
と
い
う
ラ

ジ
オ
の
音
楽
番
組
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
回
、

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
て
い
て
、
そ

の
な
か
で
お
医
者
様
が
、
歌
は
と
て
も
い
い
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
長
生
き
、
ボ
ケ
防
止
に

も
な
る
の
で
、
治
療
に
も
歌
を
取
り
入
れ
て
い

て
、
特
に
カ
ラ
オ
ケ
は
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
も
な
っ
て
、

す
ご
く
い
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
前
回
の
番
組

の
ゲ
ス
ト
に
は
歯
科
衛
生
士
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
て
、
口
の
中
の
健
康
が
と
て
も
大
事
で
、

と
に
か
く
口
の
中
を
清
潔
に
す
る
こ
と
が
長
生

き
の
秘
訣
、
病
気
に
な
ら
な
い
秘
訣
で
す
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
は
、
来
年
、
ル
ー
ト
が
決
ま
っ
て
か
ら
募
集

を
開
始
す
る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
、
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
よ
。
誰
で
も
応
募
で

き
る
一
般
枠
が
あ
る
は
ず
で
す
の
で
、
私
も
応
募

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

三
谷
さ
ん
は
、
こ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
あ
た

り
「
声
を
出
し
て
健
康
に
。
プ
ラ
ス
言
葉
で
笑

顔
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
話
す
力
、
聞
く
力

で
心
も
体
も
活
性
化
。
快
話
（
か
い
わ
）
の
あ

い
う
え
お
も
て
な
し
で
、魅
力
あ
ふ
れ
る
毎
日
に
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。
い
い
で
す
ね
。
う
れ
し
い
で
す

ね
。
え
が
お
で
お
か
げ
さ
ま
」、
こ
れ
が
三
谷
さ

ん
の
考
え
る
「
快
話
の
あ
い
う
え
お
も
て
な
し
」

【プロフィール】
みたに けいこ　広島市出身。フリー
アナウンサー。ラジオパーソナリティ。

「自信がもてる話し方講座」主宰。ボ
ランティア活動の一環として、立川
拘置所で全国初の所内放送を務め、
注目を集める。司会、ナレーション、
CMや執筆活動など幅広く活躍中。

荻 窪 法 人 会 　 平 成 3 0 年 度 　 健 康 セミナ ー

平
成
30
年
7
月
20
日
（
金
）、厚
生
事
業
委
員
会
主
催
に
よ
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
三
谷
啓
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、講
演
だ
け
で

な
く
、発
声
練
習
や
早
口
言
葉
な
ど
の
声
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、1
分
間
ス
ピ
ー
チ
、20

秒
間
の
自
己
紹
介
と
今
ま
で
に
な
く
実
践
的
な
健
康
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

声
を
出
し
て
健
康
に
！

講
師
：
三
谷
啓
子
　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
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で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

喉
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

こ
こ
で
参
加
者
全
員
が
起
立
し
、
ま
ず
最
初

に
呼
吸
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む

と
き
に
腹
式
呼
吸
を
使
っ
て
い
ま
す
。
1
分
間

に
20
回
以
上
呼
吸
す
る
の
は
『
呼
吸
が
浅
い
』

と
言
い
ま
す
が
、
呼
吸
が
浅
い
と
長
い
ニ
ュ
ー

ス
を
読
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
に
途
中
で

息
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
腹

式
呼
吸
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
体
の
中
に
空
気

を
溜
め
て
、
い
つ
ま
で
も
出
せ
る
力
を
蓄
え
て

お
き
ま
す
。

　

声
の
出
し
方
は
、
自
分
の
口
の
高
さ
か
ら
地

面
に
水
平
に
、
3
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
届
く
よ
う

に
出
し
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
、
3
メ
ー
ト
ル
先
ま

で
声
が
落
ち
な
い
、
揺
れ
な
い
、
ま
っ
す
ぐ
矢
を

飛
ば
す
よ
う
に
で
す
」

　

腹
式
呼
吸
を
使
い
、大
き
な
口
を
開
け
て
「
あ

ー
ー
」
と
発
声
。
最
初
は
10
秒
間
、
次
に
20
秒

間
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
続
け
て
、「
口
の
体
操
、

五
十
音
の
発
声
」。
こ
れ
は
発
声
練
習
で
よ
く
知

ら
れ
る
「
あ
え
い
う
え
お
あ
お
」
で
す
。

　

次
の
「
顔
の
筋
肉
体
操
」
は
、
北
原
白
秋
作

詩
の
「
あ
め
ん
ぼ
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
こ

こ
で
の
注
意
点
は
口
角
を
上
げ
て
発
声
す
る
こ

と
で
す
。
口
角
と
は
唇
の
両
端
で
、
ニ
コ
ッ
と
し

た
と
き
に
口
角
は
上
が
り
、
口
角
を
上
げ
る
こ

と
で
表
情
筋
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　

喉
の
柔
軟
体
操
と
も
言
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
最
後
は
「
早
口
言
葉
」、
こ
れ
は
滑
舌
の
練
習

で
す
。
た
と
え
ば
「
ほ
ほ
に
浮
か
べ
る
笑
い
は
ホ

ホ
エ
ミ
ほ
ほ
に
つ
け
る
紅
は
ホ
ー
ベ
ニ
ほ
ほ
に
か

ぶ
る
の
は
ホ
ー
カ
ブ
リ
あ
る
い
は
ホ
ー
カ
ム
リ
が

本
当
」
と
い
う
早
口
言
葉
で
は
、
読
点
が
入
っ

て
い
な
い
の
で
、
ど
こ
で
文
が
切
れ
る
の
か
を
考

え
な
が
ら
読
ま
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
男
性
は
口
角
が
上
が
っ
て
な
い
人
が
多
い
で
す

ね
。
ち
ょ
っ
と
笑
っ
た
感
じ
で
お
願
い
し
ま
す
。

口
角
を
上
げ
る
こ
と
で
、
一
瞬
で
声
も
よ
く
な

り
ま
す
。
早
口
言
葉
と
い
う
の
は
、
た
だ
早
く

言
え
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
自
分
で
文
章
を
理

解
を
し
て
、
わ
か
る
よ
う
に
文
章
を
正
し
く
し

っ
か
り
読
む
の
が
練
習
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
試

験
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
大
丈
夫
で
す
、
今
日

は
健
康
セ
ミ
ナ
ー
で
す
か
ら
（
笑
）」

1
分
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
自
己
紹
介

　

続
い
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を
1
分
で
話
す
練

習
「
1
分
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
す
。
こ
こ
か

ら
は
4
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
行
い
ま

す
。
テ
ー
マ
を
決
め
て
順
番
に
1
人
が
1
分
間

話
し
、
終
わ
っ
た
ら
他
の
人
が
そ
れ
に
対
し
て

簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
全
員
が
話
し
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
今
日
、
朝
起
き
て
か
ら
こ
こ

に
来
る
ま
で
の
間
に
起
こ
っ
た
出
来
事
。
何
か

目
に
残
っ
て
い
る
風
景
、
誰
か
と
話
し
た
こ
と

な
ど
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
」
と
三
谷
さ
ん
が

提
案
し
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
も
人
前
で
お
話
す
る
機
会
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
話
せ
ば
い
い
の
か
、
1
分
間
が
ど
の
く
ら
い

か
を
知
る
練
習
で
す
。
コ
メ
ン
ト
は
、
話
の
内

容
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
話
し
方
の
姿
勢
や
、

笑
顔
だ
っ
た
か
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
か
、
1

分
以
内
に
終
わ
ら
せ
た
か
な
ど
の
技
術
的
な
こ

と
。
心
を
動
か
せ
た
か
、
も
っ
と
聞
き
た
い
と

思
わ
せ
た
か
、
楽
し
か
っ
た
か
な
ど
効
果
的
な

も
の
。
そ
う
い
う
こ
と
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
3
人
が
コ
メ
ン
ト
す
る

時
間
は
1
分
間
で
す
の
で
1
人
20
秒
で
す
。
全

員
が
話
せ
る
よ
う
に
時
間
配
分
す
る
心
配
り
が

大
事
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で

し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
の
人
に
聞

こ
え
る
声
の
大
き
さ
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で

す
。
話
す
だ
け
で
は
な
く
、
耳
も
し
っ
か
り
使

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
三
谷
さ
ん
。
こ
の
あ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
、
そ
の
チ
ー

ム
で
話
し
た
内
容
を
1
分
間
で
発
表
す
る
と
、

P
R
E
P
（
プ
レ
ッ
プ
）
法
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
も
人
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
人
に
何
か
を
説
明
す
る
と
き

に
P
R
E
P
法
を
使
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

P
R
E
P
の
P
は
ポ
イ
ン
ト
（
結
論
）、
R
は
リ

ー
ズ
ン
（
理
由
）、
E
は
イ
グ
ザ
ン
プ
ル
（
具
体

例
）、
P
は
ポ
イ
ン
ト
。
最
初
に
結
論
を
言
い
、

次
に
そ
の
理
由
、
そ
し
て
事
例
や
具
体
例
を
言

っ
て
、
最
後
に
も
う
一
度
結
論
を
言
う
も
の
で
、

非
常
に
わ
か
り
や
す
く
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
手
法
を
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
い
と

思
い
ま
す
」

　

最
後
に
、
全
員
が
1
人
20
秒
で
自
己
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
お
手
本
と
し
て「
広
島
出
身
」「
お

好
み
焼
き
」「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」
と
い
う
3
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
て
ぴ
っ
た
り
20
秒
で
自
己
紹

介
を
終
え
た
三
谷
さ
ん
は
、「
自
己
紹
介
の
と
き

は
名
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
。
自
分
の
何
か
ポ
イ

ン
ト
を
2
つ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
仕
事
の
こ
と

だ
け
だ
と
特
徴
が
な
い
の
で
、
趣
味
な
ど
個
人

的
な
こ
と
も
入
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
顔
が
見
え

る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
ほ
う
を
向
い
て
い
た
だ
く

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
20
秒
と
い
う
の
は
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
と
同
じ
で
す
。
自
分
の
い
い
と
こ
ろ

は
ど
こ
か
な
と
考
え
て
、
自
分
を
ほ
め
て
、
忘

れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
一
言
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
」

　

話
が
ま
と
ま
ら
な
い
う
ち
に
20
秒
が
終
わ
っ

て
し
ま
い
、
場
内
が
笑
い
に
包
ま
れ
る
場
面
も
。

参
加
者
全
員
が
声
を
出
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
体

験
し
た
健
康
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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新
事
業
承
継
税
制
の
ポ
イ
ン
ト

　

以
前
は
、
中
小
企
業
は
「
家
業
」
と
し
て

当
た
り
前
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
は
経
済
情
勢
が
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
ま
す
。
事
業
承
継
に
は
大
き
く
2

つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
誰
が
会
社
を
引
き

継
ぐ
の
か
と
い
う
「
後
継
者
」
の
問
題
。
一

説
に
よ
る
と
、
日
本
の
中
小
企
業
の
7
割
が

後
継
者
難
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
も
う
一
つ
、
今
日
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で

す
が
、
事
業
承
継
し
株
を
後
継
者
に
渡
す
と

き
、
贈
与
で
も
相
続
で
も
税
金
が
大
き
く
か

か
る
。
こ
れ
が
大
き
な
問
題
で
し
た
。
国
も

事
業
承
継
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
て
、
今
年
「
非
上
場
株
式
の
納

税
猶
予
・
免
除
制
度
」
の
大
幅
な
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
日
は
こ
れ
を
「
新
事
業
承

継
税
制
」
と
呼
ん
で
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
新
事
業
承
継
税
制
は
平
成
20
年
こ

ろ
に
で
き
て
、
平
成
27
年
に
相
続
税
の
大
改

正
に
合
わ
せ
て
大
き
な
改
正
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
、
平
成
20
年
か
ら
27
年
の

間
に
日
本
全
国
で
利
用
さ
れ
た
の
は
、
相
続

税
と
贈
与
税
の
納
税
猶
予
を
足
し
て
年
間

2
0
0
件
い
か
な
い
く
ら
い
。
27
年
の
改
正

以
降
も
年
間
1
0
0
0
件
く
ら
い
で
、
か
な

り
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
、

今
年
か
ら
特
例
事
業
承
継
税
制
と
い
う
ふ
う

に
な
っ
て
、
非
常
に
使
い
や
す
く
、
か
つ
有

利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
改
正
前
、
何
が
一
番
の
ネ
ッ

ク
だ
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
の
一
つ
が
雇

用
確
保
要
件
で
し
た
。
以
前
は
従
業
員
を
5

年
間
8
割
維
持
し
て
く
れ
と
い
う
決
ま
り
が

あ
っ
た
。
国
と
し
て
は
一
番
使
っ
て
ほ
し
か

っ
た
の
が
製
造
業
で
す
が
、
製
造
業
な
ら
な

お
さ
ら
5
年
間
8
割
は
維
持
で
き
な
い
。
私

も
、
こ
の
7
〜
8
年
で
製
造
業
だ
け
で
50
〜

60
社
の
ご
相
談
を
受
け
て
き
た
ん
で
す
が
、

実
際
に
申
請
で
き
た
の
が
2
社
だ
け
で
、
今

回
の
改
正
で
は
、
顧
問
の
税
理
士
さ
ん
な
ど

制
度
に
く
わ
し
い
方
が
理
由
書
な
ど
を
出
せ

ば
大
丈
夫
で
、
実
質
撤
廃
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
引
っ
か
か
る
の
が
、
後
継
者
で

あ
る
息
子
さ
ん
が
役
員
に
な
っ
て
3
年
た
っ

て
な
い
と
、
こ
の
制
度
は
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
よ
く
皆
さ
ん
、
息
子
さ
ん
を
他

社
へ
武
者
修
行
に
出
し
て
、
会
社
に
戻
っ
て

す
ぐ
に
役
員
に
す
る
の
は
他
の
社
員
の
手

前
、
や
め
て
お
こ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
。
も

し
、
こ
の
制
度
を
検
討
さ
れ
る
な
ら
ば
、
す

ぐ
に
役
員
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
役
員

に
な
っ
て
3
年
た
っ
て
な
い
と
、
そ
も
そ
も

贈
与
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
対
象
株
式
は
発
行
済
議
決
権
数
全

株
式
の
3
分
の
2
ま
で
で
し
た
が
、
こ
れ
が

全
株
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
ま

公 益 社 団 法 人 　 荻 窪 法 人 会 　 税 制 講 演 会

平
成
30
年
7
月
24
日
（
火
）荻
窪
法
人
会
館
に
て
税
制
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講

師
は
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
携
わ
っ
て
き
た
横
川
雄
一
氏
。

講
演
会
の
前
半
で
は
、新
事
業
承
継
税
制
の
概
要
に
つ
い
て
、後
半
は
そ
の
活
用
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に
事
業
承
継
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
前
半
部
分
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。な
お
、（
株
）ブ
レ
イ
ン
ズ

ア
ク
ト
で
は
、新
事
業
承
継
税
制
の
ほ
か
、会
社
の
分
割
、組
織
再
編
、持
株
会
社
の
活

用
な
ど
事
業
承
継
全
般
に
わ
た
っ
て
研
修
や
個
別
の
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

事
例
で
解
説
！

中
小
企
業
経
営
者
の
た
め
の

円
滑
な
事
業
承
継
対
策

〜
新
事
業
承
継
税
制
、持
株
会
社
か
ら
組
織
再
編
の
活
用
ま
で
〜

（
株
）ブ
レ
イ
ン
ズ
ア
ク
ト
　
代
表
取
締
役
　
横
川
雄
一
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で
は
先
代
経
営
者
か
ら
後
継
者
の
1
人
に
対

し
て
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
複
数
の
株
主
か
ら

後
継
者
は
3
人
ま
で
い
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
制
約
に
な
っ
て
い
た
の

が
、
以
前
は
贈
与
す
る
前
に
役
員
を
降
り
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
改
正
で
、
代
表
者
を

降
り
れ
ば
い
い
と
し
、
取
締
役
に
は
残
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

早
期
に
承
継
計
画
を
提
出

　

新
事
業
承
継
税
制
で
納
税
猶
予
を
受
け
る

た
め
に
は
、
特
例
承
継
計
画
を
提
出
期
間
内

に
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
例
承
継

計
画
は
、
約
5
年
後
の
平
成
35
年
3
月
31
日

ま
で
に
国
に
提
出
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
、

平
成
39
年
12
月
31
日
ま
で
に
実
際
に
株
式
を

移
転
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
決
ま
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
付
を
ぜ
ひ
覚
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
荻
窪
法
人
会
の
皆
さ
ん
で
あ

れ
ば
、
都
庁
に
「
特
例
承
継
計
画
」
と
い
う

計
画
書
を
出
し
ま
す
。

　

特
例
承
継
計
画
と
い
う
と
す
ご
く
難
し
く

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
小
企
業
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
計
画
書
の
ひ
な
型

が
出
て
い
て
、
意
外
と
簡
単
で
す
。
添
付
書

類
も
必
要
で
す
が
、
そ
ん
な
に
負
担
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

先
代
の
方
か
ら
す
る
と
、
誰
を
後
継
者
に

す
る
か
は
大
き
な
問
題
で
す
。
後
継
者
の
側

も
心
の
準
備
が
で
き
な
い
と
お
い
そ
れ
と
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

業
承
継
は
人
の
心
と
関
係
し
ま
す
。
渡
す
側

と
渡
さ
れ
る
側
が
一
致
し
な
い
と
、
う
ま
く

い
か
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
も
早
期

に
承
継
計
画
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
、
今
ま
で
利
用
件
数
が
日
本
全
国
で

も
少
な
く
、
皆
さ
ん
の
会
社
の
顧
問
税
理
士

の
方
で
も
ほ
と
ん
ど
や
っ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
専
門
家

の
方
も
一
生
懸
命
勉
強
を
進
め
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
務
の
部
分
で
は
、

国
に
出
す
書
類
に
添
付
す
る
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
調
え
る
の
が
大
変

で
す
が
、
手
引
書
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ご
自
分

で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

経
済
を
元
気
に
す
る
制
度

　

皆
さ
ん
、
猶
予
と
い
う
と
、
い
つ
か
払
わ

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
印
象
が
強
い
と

思
い
ま
す
。
以
前
の
「
非
上
場
株
式
等
の
納

税
猶
予
制
度
」
は
平
成
27
年
度
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
名
前
も
変
わ
っ
て

い
て
、「
納
税
猶
予
及
び
免
除
」
と
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
猶
予
だ
け
で
な
く
免
除
に
な

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
新
事
業
承
継
税
制
の
基
本
は
、
猶
予

と
相
続
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
1
代
目
経
営
者
か
ら
2
代
目

経
営
者
へ
一
括
贈
与
し
た
場
合
、
そ
の
贈
与

税
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
贈
与
し
て
、
1
代
目

の
経
営
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
時
点
で

納
税
猶
予
さ
れ
て
い
た
税
金
は
免
除
さ
れ
ま

す
。
贈
与
税
は
払
わ
な
く
て
い
い
。
た
だ
し
、

そ
こ
で
相
続
税
を
計
算
す
る
と
き
は
一
定
の

計
算
方
式
で
、
相
続
税
の
中
に
こ
の
贈
与
税

が
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
相
続
税
の

納
税
猶
予
額
を
出
せ
ま
す
。

　

そ
れ
も
払
い
た
く
な
い
と
い
う
場
合
は
、

相
続
税
の
納
税
猶
予
へ
の
切
替
申
請
を
す
る

と
、
結
局
、
払
わ
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
ま
ま
猶
予
を
継
続
し

て
、
さ
ら
に
2
代
目
経
営
者
か
ら
3
代
目
経

営
者
へ
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
贈
与
す
る
。
そ

う
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

猶
予
と
呼
ん
で
は
い
ま
す
が
、
国
と
し
て

は
、
な
る
べ
く
払
わ
な
く
て
い
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
と
し
て
も
、
経

済
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
ら
、
相

続
や
贈
与
の
と
き
は
、
あ
ま
り
大
き
な
税
は

取
ら
ず
に
法
人
税
を
し
っ
か
り
納
め
て
も
ら

え
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

先
代
経
営
者
と
そ
れ
を
受
け
る
経
営
者
の

要
件
に
つ
い
て
で
す
。
先
代
経
営
者
は
、
会

社
の
代
表
者
で
あ
っ
た
こ
と
。
同
族
関
係
者

で
総
議
決
権
の
半
分
以
上
を
持
っ
て
い
て
、

か
つ
筆
頭
株
主
で
あ
る
こ
と
。
後
継
者
の
要

件
は
、
会
社
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま

り
代
表
に
就
任
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
、
20

歳
以
上
で
あ
り
役
員
就
任
か
ら
3
年
以
上
経

過
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

古
い
会
社
の
場
合
、
株
が
分
散
し
て
し
ま

っ
て
、
計
算
し
て
み
た
ら
同
族
で
半
分
を
持

っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

同
族
側
に
引
き
戻
し
て
お
か
な
い
と
制
度
が

使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
名
義
株
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
不
明
株
主
は
、
確
認
す
る
手
立
て

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
明
確
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

適
用
対
象
と
な
る
会
社
は
、
通
常
の
事
業

会
社
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
適
用
可
能
だ
と
思

い
ま
す
。
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

医
療
法
人
さ
ん
や
社
会
福
祉
法
人
さ
ん
な
ど

は
使
え
ま
せ
ん
。
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
に

該
当
す
る
事
業
は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
資

産
保
有
型
会
社
、
資
産
運
用
型
会
社
の
場

合
、
条
件
は
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
非
上
場
株
式
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。
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大
山
（
だ
い
せ
ん
）
ど
り
の
特
徴
は

　

通
常
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
約
50
日
で
出
荷

さ
れ
る
の
に
対
し
、「
大
山
ど
り
」
は
、
約

一
週
間
長
い
60
日
前
後
平
地
で
飼
育
し
ま

す
。
こ
の
期
間
の
延
長
に
よ
り
肉
厚
で
う

ま
味
の
豊
か
な
肉
質
に
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、「
鶏
の
解
体
後
の
肉
の
冷
や
し
方
」

に
も
特
徴
が
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
、

解
体
後
の
肉
を
「
氷
水
に
入
れ
て
つ
け
こ

む
方
法
」
が
支
流
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
「
エ
ア
チ
ラ
ー
」
と
い
う
機
械
（
冷
蔵

庫
の
よ
う
な
も
の
）
で
空
気
を
冷
や
す
方

法
が
主
流
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
エ
ア
チ
ラ

ー
だ
と
「
肉
が
水
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
特
徴
」

が
あ
り
、
東
京
の
イ
タ
リ
ア
ン
や
フ
レ
ン
チ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
「
大
山
ど
り
」
を
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

日
本
の
鶏
肉
産
業

　

日
本
の
鶏
肉
は
、
海
外
か
ら
の
輸
入
品

と
の
価
格
競
争
に
常
に
さ
れ
さ
れ
て
い
ま

す
。
海
外
で
は
鶏
肉
と
い
え
ば
（
ヘ
ル
シ

法人会全国大会　鳥取大会　参加のご報告
報告者　税制委員　小林誉光（税理士）

平成30年10月11日（木）鳥取県の「とりぎん文化会館」にて、法人会全国大会が開催されました。
今回は、この大会の内容をご報告します。

第
一
部
　
記
念
講
演
会

（
演
題
）「
大
山
ど
り
の
奇
跡
　
〜
ど
ん
底
か
ら
の
挑
戦
〜
」

（
講
師
）株
式
会
社
大
山
ど
り 

代
表
取
締
役 

島
原
道
範
氏

ー
な
）「
む
ね
肉
」
が
主
流
で
す
。
そ
れ
に

対
し
て
、
日
本
で
は
「
も
も
肉
」
が
人
気

が
あ
り
ま
す
。
海
外
で
は
あ
ま
り
人
気
の

な
い
「
も
も
肉
」
が
輸
入
で
大
量
に
日
本

に
入
っ
て
く
る
な
か
で
、
戦
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
が「
日
本
の
鶏
肉
産
業
」で
す
。

日
本
一
の
会
社
に
す
る

　

前
会
社
の
民
事
再
生
法
の
適
用
の
際

に
、
当
時
の
オ
ー
ナ
ー
が
会
社
存
続
の

条
件
と
し
て
「
島
原
氏
が
社
長
に
就
任

す
る
こ
と
」
を
挙
げ
ら
れ
て
、
得
意
先

メ
ー
カ
ー
の
課
長
か
ら
35
歳
の
若
さ
で

社
長
に
。
創
業
当
時
の
夢
は
、「
利
益

を
出
し
て
税
金
を
払
い
社
員
が
誇
れ
る

会
社
に
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
島
原
氏
。

社
長
就
任
時
の
所
信
表
明
で
は
、「
日

本
一
の
会
社
に
す
る
」
と
社
員
に
宣
言

し
ま
す
。

　
「
鳥
取
で
一
番
に
な
っ
て
全
国
で
一
回

戦
負
け
す
る
会
社
に
は
し
た
く
な
か
っ

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
最

初
に
し
た
こ
と
は（
資
金
が
な
い
な
か
で
）

第1部記念講演会の様子

参加者の皆さん
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大
会
式
典

5
0
0
万
円
を
か
け
て
新
し
い
看
板
を

作
る
こ
と
で
し
た
。「
前
の
会
社
と
は
違

う
ん
だ
！
」
と
い
う
内
外
へ
の
表
明
だ

っ
た
こ
の
看
板
が
、「
つ
ぶ
れ
た
会
社
の

従
業
員
だ
」
と
い
う
こ
と
で
肩
身
の
狭

い
思
い
を
し
て
い
た
の「
従
業
員
の
意
識
」

を
大
い
に
変
え
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

バ
カ
に
鶏
は
飼
わ
せ
な
い

　
「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
ヒ
ヨ
コ
か
ら
50
日
で

鶏
肉
に
な
り
ま
す
」。
技
術
革
新
に
よ
り
、

鶏
の
品
種
も
飼
育
方
法
も
日
々
進
化
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
（
従
来
の
養
鶏
産
業
で

は
）
工
場
で
使
え
な
い
人
を
農
場
へ
配
置

転
換
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
「
お
い

し
い
鶏
肉
」
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

若
い
優
秀
な
人
材
を
大
量
に
採
用
し
、「
優

秀
な
人
材
を
農
場
へ
」
配
置
す
る
と
と
も

に
、（
日
陰
の
存
在
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
）

農
場
の
清
掃
班
を
社
長
直
轄
に
し
、
意
見

を
積
極
的
に
聞
き
、「
大
き
な
問
題
が
起

き
る
夜
中
」
に
自
ら
農
場
を
回
る
こ
と
で

改
善
点
を
探
っ
た
そ
う
で
す
。

　

品
質
管
理
の
向
上
に
よ
り
、
2
0
1
2

年
に
、
養
鶏
関
連
事
業
者
で
組
織
す

る
日
本
チ
ャ
ン
キ
ー
協
会
の
昨
年
度
の

年
間
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
後
、

2
0
1
6
年
・
2
0
1
7
年
と
二
年
連

続
受
賞
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

1 

平
成
31
年
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　

全
国
の
法
人
会
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
が
「
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
（
要
約
）」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
（
詳
し
く
は
、
別
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

併
せ
て
「
平
成
31
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー

ガ
ン
」が
以
下
の
通
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。
①
目
標
の

早
期
達
成
に
向
け
て
全
力
を
！
②
少
子
高

齢
化
の
急
速
な
進
行
は
不
可
避
。
社
会
構

造
変
化
に
対
応
し
た
社
会
保
障
制
度
の
確

立
を
！
③
中
小
企
業
向
け
税
制
措
置
を
拡

充
し
、
真
の
経
済
再
生
を
！
④
中
小
企
業

は
雇
用
の
担
い
手
。
事
業
承
継
税
制
の
改

革
は
地
方
活
性
化
の
た
め
に
も
重
要
！

2 

各
法
人
会
の
表
彰

3 

青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の

報
告

　

直
方
法
人
会
の
租
税
教
室
活
動
の
様
子

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

4 

大
会
宣
言

安
い
価
格
の
ブ
ラ
ン
ド
は
な
い

　

品
質
の
向
上
と
同
時
に
、
得
意
先
に
対

し
て
価
格
交
渉
も
し
て
い
き
ま
し
た
。
前
の

会
社
か
ら
継
続
し
て
取
引
の
会
社
か
ら
の

批
判
に
対
し
て
「
そ
の
値
段
で
売
っ
て
い
た

か
ら
つ
ぶ
れ
た
」
こ
と
を
説
明
し
、「
大
山

ど
り
の
品
質
の
違
い
」
を
説
明
し
て
回
り
ま

し
た
。
ま
た
、地
元
飲
食
店
で「
大
山
ど
り
」

を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
配
送
で
な
く
工
場
ま

で
取
り
に
来
て
く
れ
る
お
店
に
は
、
商
品
を

安
く
提
供
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
消
費
者
に

「
大
山
ど
り
の
お
い
し
さ
」
を
知
っ
て
も
ら

い
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

ギ
ネ
ス
世
界
記
録

　

2
0
1
7
年
8
月
、
イ
ベ
ン
ト
で
「
唐

揚
げ
供
給
量
世
界
一
」
へ
の
挑
戦
を
し
ま

し
た
。
従
業
員
自
ら
が
自
社
製
の
鶏
肉
で

作
っ
た
唐
揚
げ
を
販
売
す
る
こ
と
で
、「
売

れ
て
う
れ
し
い
」
と
感
じ
た
こ
と
が
大
事

な
経
験
だ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

広
島
出
身
の
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ

た
鳥
取
県
。
人
口
は
少
な
い
け
ど
ま
だ
ま

だ
伸
び
る
県
で
す
。
全
国
の
方
々
に
ぜ
ひ
鳥

取
の
モ
ノ
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

19　



法
人
会
の「
平
成
３１
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」が
、９
月
２０
日
の
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会

総
連
合（
以
下「
全
法
連｣
）の
理
事
会
で
ま
と
ま
っ
た
。

同
提
言
は
、会
員
企
業
か
ら
の
要
望
意
見
、税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と
に
税
制
委

員
会
の
審
議
を
経
て
、取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、｢

税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方｣

「
経
済
活
性
化
と
中
小

企
業
対
策
」「
地
方
の
あ
り
方
」｢
震
災
復
興｣

な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

全
法
連
で
は
、全
国
８０
万
会
員
の
声
と
し
て
、財
務
省
、総
務
省
、中
小
企
業
庁
、自
民
党
、公
明
党
お
よ

び
国
会
議
員
な
ど
に
対
し
て
実
現
を
求
め
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、全
国
41
都
道
県
連
お
よ
び
4
4
0
単
位
会
で
も
、地
元
選
出
の
国
会
議
員
、地
方
自
治
体
の

首
長
、議
長
あ
て
広
汎
な
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。提
言（
要
約
）は
次
の
と
お
り
。

１
．財
政
健
全
化
に
向
け
て

○
消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、

財
政
健
全
化
と
社
会
保
障
の
安
定
財

源
確
保
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
悪
影
響
を
緩

和
す
る
等
の
経
済
環
境
整
備
は
必
要

で
あ
る
が
、
バ
ラ
マ
キ
政
策
と
な
ら

な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

○
政
府
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
１８

年
度
の
３
年
間
を
集
中
改
革
期
間
と

位
置
づ
け
、
政
策
経
費
の
増
加
額
を

１・６
兆
円（
社
会
保
障
費
１・５
兆
円
、

そ
の
他
０
・
１
兆
円
）
程
度
に
抑
制

す
る
目
安
を
示
し
、
達
成
し
た
。
２

０
１
９
年
度
か
ら
２１
年
度
の
基
盤
強

化
期
間
に
つ
い
て
も
、
社
会
保
障
費

の
増
加
額
を
抑
制
す
る
目
安
を
示
し
、

改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

○
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ

り
、歳
出
、歳
入
の一体
的
改
革
に
よ
っ

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歳

入
で
は
安
易
に
税
の
自
然
増
収
を
前

提
と
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
歳
出
に

つ
い
て
は
、
聖
域
を
設
け
ず
に
分
野

別
の
具
体
的
な
削
減
の
方
策
と
工
程

表
を
明
示
し
、
着
実
に
改
革
を
実
行

す
る
よ
う
求
め
る
。

○
消
費
税
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
主

張
し
て
き
た
と
お
り
、
税
率
１０
％
程

度
ま
で
は
単一税
率
が
望
ま
し
い
が
、

政
府
は
税
率
１０
％
引
き
上
げ
時
に
軽

減
税
率
制
度
を
導
入
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。
仮
に
軽
減
税
率
制
度
を
導

入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
る

減
収
分
に
つ
い
て
安
定
的
な
恒
久
財

源
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考

え
方

○
社
会
保
障
分
野
で
は
「
団
塊
の
世

代
」
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

医
療
と
介
護
の
給
付
費
増
が
見
込
ま

れ
る「
２
０
２
５
年
問
題
」が
横
た
わ
っ

て
い
る
。
適
正
な
「
負
担
」
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、「
給
付
」を「
重
点
化
・

効
率
化
」
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
抑

制
し
な
い
と
、
社
会
保
障
制
度
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
。
と
り
わ
け
、
急

増
が
見
込
ま
れ
る
医
療
、
介
護
分
野

に
切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

○
少
子
化
対
策
で
は
、
現
金
給
付
よ

り
保
育
所
や
学
童
保
育
等
を
整
備
す

る
な
ど
の
現
物
給
付
に
重
点
を
置
く

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
企
業
も
積

極
的
に
子
育
て
支
援
に
関
与
で
き
る

よ
う
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
さ

ら
な
る
活
用
に
向
け
て
検
討
す
る
。

な
お
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
等
の

取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

に
は
安
定
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。

３
．行
政
改
革
の
徹
底

○「
行
革
の
徹
底
」
が
消
費
税
引
き

上
げ
の
前
提
と
な
っ
た
経
緯
を
改
め

て
想
起
す
れ
ば
、
地
方
を
含
め
た
政

府
・
議
会
が
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」

の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の

大
胆
な
削
減
、
歳
費
の
抑
制
を
強
く

求
め
る
。

４
．消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
措
置

○
消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
と

同
時
に
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
業
者

の
負
担
が
大
き
い
う
え
、
税
制
の
簡

素
化
、
税
務
執
行
コ
ス
ト
お
よ
び
税

収
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
問
題
が
多

く
、
１０
％
程
度
ま
で
は
単一税
率
が
望

ま
し
い
こ
と
を
改
め
て
表
明
し
た
い
。

○
軽
減
税
率
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
国
は
国
民
や
事
業
者
に
対
し
て

制
度
の
周
知
を
行
い
、
混
乱
が
生
じ

な
い
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

シ
ス
テ
ム
改
修
や
従
業
員
教
育
な
ど
、

事
務
負
担
が
増
大
す
る
中
小
企
業
に

対
し
て
特
段
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

１
．法
人
実
効
税
率
に
つ
い
て

○
法
人
実
効
税
率
は
平
成
２８
年
度
税

制
改
正
で
「
２０
%
台
」
が
実
現
し
、

今
年
度
は
２９
・
７４
％
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
税
制
改
革
で
は

大
幅
な
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
米
国
と
比
べ
て
も
ほ
ぼ
同
じ
水

準
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
国
際
競

争
力
強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
今
般

の
法
人
実
効
税
率
引
き
下
げ
の
効
果

等
を
見
極
め
つ
つ
、
さ
ら
な
る
引
き

下
げ
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

２
．中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制

措
置

○
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税

率
の
特
例
１５
％
を
時
限
措
置
で
は
な

く
、
本
則
化
す
る
。
ま
た
、
昭
和
５６

年
以
来
、
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え

置
か
れ
て
い
る
軽
減
税
率
の
適
用
所

得
金
額
を
、
少
な
く
と
も
１
，６
０
０

万
円
程
度
に
引
き
上
げ
る
。

○
租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
税

の
公
平
性
・
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、

政
策
目
的
を
達
し
た
も
の
や
適
用
件

数
の
少
な
い
も
の
は
廃
止
を
含
め
て

整
理
合
理
化
を
行
う
必
要
は
あ
る
が
、

中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活

性
化
に
資
す
る
措
置
は
、
以
下
の
と

お
り
制
度
を
拡
充
し
、
本
則
化
す
べ

き
で
あ
る
。
な
お
、
中
小
企
業
投
資

促
進
税
制
の
適
用
期
限
が
平
成
３１
年

３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
直
ち
に
本
則
化
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、適
用
期
限
を
延
長
す
る
。

①
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い

て
は
、対
象
設
備
を
拡
充
し
た
う
え
、

「
中
古
設
備
」
を
含
め
る
。

②
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額

の
損
金
算
入
の
特
例
に
つ
い
て
は
、

損
金
算
入
額
の
上
限
（
合
計
３
０

０
万
円
）
を
撤
廃
す
る
。

３
．事
業
承
継
税
制
の
拡
充

○
我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中

小
企
業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
の
確
保
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。
そ
の
中
小
企
業
が
相
続
税

の
負
担
等
に
よ
り
事
業
が
継
承
で
き

な
く
な
れ
ば
、
経
済
社
会
の
根
幹
が

揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。
今
年
度
の
税

制
改
正
で
は
比
較
的
大
き
な
見
直
し

が
行
わ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
抜
本
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

⑴
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り

離
し
た
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制

の
創
設

 

・
事
業
に
資
す
る
相
続
に
つ
い
て
は
、

事
業
従
事
を
条
件
と
し
て
他
の一般
資

産
と
切
り
離
し
、
非
上
場
株
式
を
含

め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
を
軽
減

あ
る
い
は
免
除
す
る
制
度
の
創
設
が

求
め
ら
れ
る
。

⑵
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制

度
に
つ
い
て
要
件
緩
和
と
充
実

 

・
平
成
３０
年
度
税
制
改
正
で
は
、
中

小
企
業
の
代
替
わ
り
を
促
進
す
る
た

め
、
１０
年
間
の
特
例
措
置
と
し
て
同

制
度
の
拡
充
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
が
、
事
業
承
継
が
よ
り
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
以
下
の
措
置

を
求
め
る
。

①
猶
予
制
度
で
は
な
く
免
除
制
度
に

改
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２９
年
以

前
の
制
度
適
用
者
に
対
し
て
も
適

用
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

②
特
例
制
度
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、

５
年
以
内
に
「
特
例
承
継
計
画
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ

の
制
度
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
事

業
承
継
の
検
討
（
後
継
者
の
選
任

等
）
を
始
め
る
企
業
に
と
っ
て
は

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
こ
と
等
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
計
画

書
の
提
出
期
限
に
つ
い
て
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
。

○
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、

財
政
や
行
政
の
効
率
化
を
図
る
地
方

分
権
化
は
地
方
の
活
性
化
に
と
っ
て

も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
た
だ
、
そ

の
際
に
不
可
欠
な
こ
と
は
地
方
の
自

立
・
自
助
の
精
神
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。
地
方
創

生
戦
略
も
こ
れ
を
基
本
理
念
と
す
べ

き
で
あ
る
。

○「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
み
ら
れ

る
返
礼
品
競
争
の
よ
う
な
手
法
は
、

あ
ま
り
に
安
直
で
あ
り
、
真
の
地
方

活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
。
納
税
先

を
納
税
者
の
出
身
自
治
体
に
限
定
す

る
な
ど
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
本
来
の

趣
旨
に
沿
っ
た
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。

○
地
方
交
付
税
は
国
が
地
方
の
財
源

不
足
を
保
障
す
る
機
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
方
の
財
政
規
律
を

歪
め
て
い
る
と
の
指
摘
が
多
く
、
そ

の
改
革
は
「
骨
太
の
方
針
」
で
も
求

め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
地
方

は
国
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら

の
責
任
で
必
要
な
安
定
財
源
の
確
保

や
行
政
改
革
を
企
画
・
立
案
し
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
復
興
期
間
の
後
期
で
あ
る
「
復

興
・
創
生
期
間
（
平
成
２８
年
度
〜
３２

年
度
）」
も
３
年
目
に
入
っ
て
い
る
が
、

被
災
地
の
復
興
、
産
業
の
再
生
は
い

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
今
後
の
復
興

事
業
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
効
果

を
十
分
に
検
証
し
、
予
算
を
適
正
か

つ
迅
速
に
執
行
す
る
と
と
も
に
、
原

発
事
故
へ
の
対
応
を
含
め
て
引
き
続

き
、
適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
企
業

の
定
着
、
雇
用
確
保
を
図
る
観
点
な

ど
か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
講

じ
る
よ
う
求
め
る
。

○
税
の
意
義
や
税
が
果
た
す
役
割
を

必
ず
し
も
国
民
が
十
分
に
理
解
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
学
校
教
育

は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
で
租
税
教

育
に
取
り
組
み
、
納
税
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

―
―
 

東
京
法
人
会
連
合
会 ―

―

　
提
言
の
全
文
は
「
全
法
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　http://w
w
w
.zenkokuhojinkai.or.jp/

税・財
政
改
革
の
あ
り
方

Ⅰ
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

Ⅱ

地
方
の
あ
り
方

Ⅲ

震
災
復
興

Ⅳ
そ
の
他

Ⅴ

財
政
健
全
化
目
標
の
早
期
達
成
と
、

中
小
企
業
向
け
税
制
措
置
を
拡
充
し
、真
の
経
済
再
生
を
！

法
人
会
の「
平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
ま
と
ま
る

税 制 委員会より
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法
人
会
の「
平
成
３１
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」が
、９
月
２０
日
の
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会

総
連
合（
以
下「
全
法
連｣

）の
理
事
会
で
ま
と
ま
っ
た
。

同
提
言
は
、会
員
企
業
か
ら
の
要
望
意
見
、税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と
に
税
制
委

員
会
の
審
議
を
経
て
、取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、｢

税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方｣

「
経
済
活
性
化
と
中
小

企
業
対
策
」「
地
方
の
あ
り
方
」｢

震
災
復
興｣

な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

全
法
連
で
は
、全
国
８０
万
会
員
の
声
と
し
て
、財
務
省
、総
務
省
、中
小
企
業
庁
、自
民
党
、公
明
党
お
よ

び
国
会
議
員
な
ど
に
対
し
て
実
現
を
求
め
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、全
国
41
都
道
県
連
お
よ
び
4
4
0
単
位
会
で
も
、地
元
選
出
の
国
会
議
員
、地
方
自
治
体
の

首
長
、議
長
あ
て
広
汎
な
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。提
言（
要
約
）は
次
の
と
お
り
。

１
．財
政
健
全
化
に
向
け
て

○
消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、

財
政
健
全
化
と
社
会
保
障
の
安
定
財

源
確
保
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
悪
影
響
を
緩

和
す
る
等
の
経
済
環
境
整
備
は
必
要

で
あ
る
が
、
バ
ラ
マ
キ
政
策
と
な
ら

な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

○
政
府
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
１８

年
度
の
３
年
間
を
集
中
改
革
期
間
と

位
置
づ
け
、
政
策
経
費
の
増
加
額
を

１・６
兆
円（
社
会
保
障
費
１・５
兆
円
、

そ
の
他
０
・
１
兆
円
）
程
度
に
抑
制

す
る
目
安
を
示
し
、
達
成
し
た
。
２

０
１
９
年
度
か
ら
２１
年
度
の
基
盤
強

化
期
間
に
つ
い
て
も
、
社
会
保
障
費

の
増
加
額
を
抑
制
す
る
目
安
を
示
し
、

改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

○
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ

り
、歳
出
、歳
入
の一体
的
改
革
に
よ
っ

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歳

入
で
は
安
易
に
税
の
自
然
増
収
を
前

提
と
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
歳
出
に

つ
い
て
は
、
聖
域
を
設
け
ず
に
分
野

別
の
具
体
的
な
削
減
の
方
策
と
工
程

表
を
明
示
し
、
着
実
に
改
革
を
実
行

す
る
よ
う
求
め
る
。

○
消
費
税
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
主

張
し
て
き
た
と
お
り
、
税
率
１０
％
程

度
ま
で
は
単一税
率
が
望
ま
し
い
が
、

政
府
は
税
率
１０
％
引
き
上
げ
時
に
軽

減
税
率
制
度
を
導
入
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。
仮
に
軽
減
税
率
制
度
を
導

入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
る

減
収
分
に
つ
い
て
安
定
的
な
恒
久
財

源
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考

え
方

○
社
会
保
障
分
野
で
は
「
団
塊
の
世

代
」
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

医
療
と
介
護
の
給
付
費
増
が
見
込
ま

れ
る「
２
０
２
５
年
問
題
」が
横
た
わ
っ

て
い
る
。
適
正
な
「
負
担
」
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、「
給
付
」を「
重
点
化
・

効
率
化
」
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
抑

制
し
な
い
と
、
社
会
保
障
制
度
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
。
と
り
わ
け
、
急

増
が
見
込
ま
れ
る
医
療
、
介
護
分
野

に
切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

○
少
子
化
対
策
で
は
、
現
金
給
付
よ

り
保
育
所
や
学
童
保
育
等
を
整
備
す

る
な
ど
の
現
物
給
付
に
重
点
を
置
く

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
企
業
も
積

極
的
に
子
育
て
支
援
に
関
与
で
き
る

よ
う
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
さ

ら
な
る
活
用
に
向
け
て
検
討
す
る
。

な
お
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
等
の

取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

に
は
安
定
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。

３
．行
政
改
革
の
徹
底

○「
行
革
の
徹
底
」
が
消
費
税
引
き

上
げ
の
前
提
と
な
っ
た
経
緯
を
改
め

て
想
起
す
れ
ば
、
地
方
を
含
め
た
政

府
・
議
会
が
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」

の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の

大
胆
な
削
減
、
歳
費
の
抑
制
を
強
く

求
め
る
。

４
．消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
措
置

○
消
費
税
率
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
と

同
時
に
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
業
者

の
負
担
が
大
き
い
う
え
、
税
制
の
簡

素
化
、
税
務
執
行
コ
ス
ト
お
よ
び
税

収
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
問
題
が
多

く
、
１０
％
程
度
ま
で
は
単一税
率
が
望

ま
し
い
こ
と
を
改
め
て
表
明
し
た
い
。

○
軽
減
税
率
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
国
は
国
民
や
事
業
者
に
対
し
て

制
度
の
周
知
を
行
い
、
混
乱
が
生
じ

な
い
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

シ
ス
テ
ム
改
修
や
従
業
員
教
育
な
ど
、

事
務
負
担
が
増
大
す
る
中
小
企
業
に

対
し
て
特
段
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

１
．法
人
実
効
税
率
に
つ
い
て

○
法
人
実
効
税
率
は
平
成
２８
年
度
税

制
改
正
で
「
２０
%
台
」
が
実
現
し
、

今
年
度
は
２９
・
７４
％
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
税
制
改
革
で
は

大
幅
な
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
米
国
と
比
べ
て
も
ほ
ぼ
同
じ
水

準
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
国
際
競

争
力
強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
今
般

の
法
人
実
効
税
率
引
き
下
げ
の
効
果

等
を
見
極
め
つ
つ
、
さ
ら
な
る
引
き

下
げ
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

２
．中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制

措
置

○
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税

率
の
特
例
１５
％
を
時
限
措
置
で
は
な

く
、
本
則
化
す
る
。
ま
た
、
昭
和
５６

年
以
来
、
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え

置
か
れ
て
い
る
軽
減
税
率
の
適
用
所

得
金
額
を
、
少
な
く
と
も
１
，６
０
０

万
円
程
度
に
引
き
上
げ
る
。

○
租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
税

の
公
平
性
・
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、

政
策
目
的
を
達
し
た
も
の
や
適
用
件

数
の
少
な
い
も
の
は
廃
止
を
含
め
て

整
理
合
理
化
を
行
う
必
要
は
あ
る
が
、

中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活

性
化
に
資
す
る
措
置
は
、
以
下
の
と

お
り
制
度
を
拡
充
し
、
本
則
化
す
べ

き
で
あ
る
。
な
お
、
中
小
企
業
投
資

促
進
税
制
の
適
用
期
限
が
平
成
３１
年

３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
直
ち
に
本
則
化
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、適
用
期
限
を
延
長
す
る
。

①
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い

て
は
、対
象
設
備
を
拡
充
し
た
う
え
、

「
中
古
設
備
」
を
含
め
る
。

②
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額

の
損
金
算
入
の
特
例
に
つ
い
て
は
、

損
金
算
入
額
の
上
限
（
合
計
３
０

０
万
円
）
を
撤
廃
す
る
。

３
．事
業
承
継
税
制
の
拡
充

○
我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中

小
企
業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
の
確
保
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。
そ
の
中
小
企
業
が
相
続
税

の
負
担
等
に
よ
り
事
業
が
継
承
で
き

な
く
な
れ
ば
、
経
済
社
会
の
根
幹
が

揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。
今
年
度
の
税

制
改
正
で
は
比
較
的
大
き
な
見
直
し

が
行
わ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
抜
本
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

⑴
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り

離
し
た
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制

の
創
設

 

・
事
業
に
資
す
る
相
続
に
つ
い
て
は
、

事
業
従
事
を
条
件
と
し
て
他
の一般
資

産
と
切
り
離
し
、
非
上
場
株
式
を
含

め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
を
軽
減

あ
る
い
は
免
除
す
る
制
度
の
創
設
が

求
め
ら
れ
る
。

⑵
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制

度
に
つ
い
て
要
件
緩
和
と
充
実

 

・
平
成
３０
年
度
税
制
改
正
で
は
、
中

小
企
業
の
代
替
わ
り
を
促
進
す
る
た

め
、
１０
年
間
の
特
例
措
置
と
し
て
同

制
度
の
拡
充
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
が
、
事
業
承
継
が
よ
り
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
以
下
の
措
置

を
求
め
る
。

①
猶
予
制
度
で
は
な
く
免
除
制
度
に

改
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２９
年
以

前
の
制
度
適
用
者
に
対
し
て
も
適

用
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

②
特
例
制
度
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、

５
年
以
内
に
「
特
例
承
継
計
画
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ

の
制
度
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
事

業
承
継
の
検
討
（
後
継
者
の
選
任

等
）
を
始
め
る
企
業
に
と
っ
て
は

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
こ
と
等
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
計
画

書
の
提
出
期
限
に
つ
い
て
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
。

○
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、

財
政
や
行
政
の
効
率
化
を
図
る
地
方

分
権
化
は
地
方
の
活
性
化
に
と
っ
て

も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
た
だ
、
そ

の
際
に
不
可
欠
な
こ
と
は
地
方
の
自

立
・
自
助
の
精
神
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。
地
方
創

生
戦
略
も
こ
れ
を
基
本
理
念
と
す
べ

き
で
あ
る
。

○「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
み
ら
れ

る
返
礼
品
競
争
の
よ
う
な
手
法
は
、

あ
ま
り
に
安
直
で
あ
り
、
真
の
地
方

活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
。
納
税
先

を
納
税
者
の
出
身
自
治
体
に
限
定
す

る
な
ど
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
本
来
の

趣
旨
に
沿
っ
た
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
。

○
地
方
交
付
税
は
国
が
地
方
の
財
源

不
足
を
保
障
す
る
機
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
方
の
財
政
規
律
を

歪
め
て
い
る
と
の
指
摘
が
多
く
、
そ

の
改
革
は
「
骨
太
の
方
針
」
で
も
求

め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
地
方

は
国
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら

の
責
任
で
必
要
な
安
定
財
源
の
確
保

や
行
政
改
革
を
企
画
・
立
案
し
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

○
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
復
興
期
間
の
後
期
で
あ
る
「
復

興
・
創
生
期
間
（
平
成
２８
年
度
〜
３２

年
度
）」
も
３
年
目
に
入
っ
て
い
る
が
、

被
災
地
の
復
興
、
産
業
の
再
生
は
い

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
今
後
の
復
興

事
業
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
効
果

を
十
分
に
検
証
し
、
予
算
を
適
正
か

つ
迅
速
に
執
行
す
る
と
と
も
に
、
原

発
事
故
へ
の
対
応
を
含
め
て
引
き
続

き
、
適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
企
業

の
定
着
、
雇
用
確
保
を
図
る
観
点
な

ど
か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
講

じ
る
よ
う
求
め
る
。

○
税
の
意
義
や
税
が
果
た
す
役
割
を

必
ず
し
も
国
民
が
十
分
に
理
解
し
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
学
校
教
育

は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
で
租
税
教

育
に
取
り
組
み
、
納
税
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

―
―
 

東
京
法
人
会
連
合
会 ―

―

　
提
言
の
全
文
は
「
全
法
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　http://w
w
w
.zenkokuhojinkai.or.jp/

税・財
政
改
革
の
あ
り
方

Ⅰ
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

Ⅱ

地
方
の
あ
り
方

Ⅲ

震
災
復
興

Ⅳ
そ
の
他

Ⅴ

財
政
健
全
化
目
標
の
早
期
達
成
と
、

中
小
企
業
向
け
税
制
措
置
を
拡
充
し
、真
の
経
済
再
生
を
！

法
人
会
の「
平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
ま
と
ま
る
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税務コーナー

開催日 対象地域(※) 説明会会場 開催時間

11月12日(月) 久我山、宮前、松庵 久我山会館
久我山３-23-20(井の頭
線久我山駅より徒歩３分) 用紙配布

13：00〜13：30

説明会
13：30〜15：30

11月13日(火) 今川、上井草、上荻、
清水、善福寺、西荻北、
南荻窪、桃井

勤労福祉会館
桃井４- ３- ２
 (荻窪駅北口より０番又
は西荻窪駅より４番のバ
スで桃井４丁目下車)11月19日(月) 天沼、井草、荻窪、下

井草、西荻南、本天沼

年 末 調 整 等 説 明 会 の お 知ら せ
平成30年分年末調整等説明会を下記の日程で開催いたしますので、御出席ください。

○説明会の開始30分前から、会場の受付で年末調整関係用紙を配布いたします。つきましては、
源泉徴収義務者へ郵送します「出席票兼関係用紙請求書」に請求枚数等をご記入の上、提出をお
願いします。
○給与支給人員100人以上の場合又は早期に諸用紙が必要な場合につきましては、荻窪税務署
１階に年末調整関係用紙コーナーを設置しておりますので、ご来署ください。

問合せ先　　荻窪税務署　　3392-1111

「給与所得者の配偶者控除等申告書」の改正
　平成29年分の「給与所得者の保険料控除申告書 兼 給与所得者の配偶者特別控除申告書」（ 兼
用用紙 ）については、平成30年分は、「給与所得者の保険料控除申告書」と「給与所得者の配偶者
控除等申告書」の２種類の様式に改められました。
　平成30年分の年末調整において、配偶者控除又は配偶者特別控除の適用を受けるためには、「平
成30年分 給与所得者の扶養控除等(異動)申告書」の「源泉控除対象配偶者」欄への記載の有無
にかかわらず、「平成30年分 給与所得者の配偶者控除等申告書」を給与の支払者に提出する必要
があります。

勤労福祉会館は、平成31年度から平成32年度にかけて大規模改修工事のため、休館となります。
　このため、平成31年と平成32年の年末調整等説明会の会場が変更となりますので、来年以降の
お知らせでご確認いただくようお願いいたします。

※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。
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【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりです。
源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研修会な
どを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、研修
会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲間作り
の場ともなっている。女性部会：女性経営者同士の交
流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税制
度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を遂
行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、そ
の案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活発
であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

税制委員会 副委員長 中島康治

第35回法人会全国大会（鳥取大会）参加紀行文
税制委員会

税制委員会の全国大会、第35回鳥取大会。10月11日午前6時に羽田空港に集合、6時40分の飛行機で8時
には鳥取砂丘コナン空港に到着。記念公演は14時から、それまで時間がたっぷりありますので鳥取観光に行きま
した。まず初めに鳥取砂丘に。あいにくの雨で風と砂が織りなす風紋や砂柱、砂簾などは見ることが出来ませんで
したが雄大な自然を満喫。その後砂の美術館を見学し昼食を取りに鳥取駅へバスで移動。人口が杉並区とほぼ
同じ鳥取県、駅を歩く方々も地元の方より法人会の方が目立ちます。昼食を頂いたお店も法人会の方で大盛況。
昼食後、鳥取駅からのシャトルバスでとりぎん文化会館へ。いつものように笑顔で記念撮影など諸々の行事をこな
し全国大会が始まりました。（ 詳しい内容に関しては小林委員の寄稿文をご参照の程お願いします。）その後、毎年
のことですが、鳥取では宿が取れない関係で松江にJRとっとりライナーで移動。夕食はカニづくしを堪能。朝が早
いこともあり早々に眠りの中へ・・・

翌12日はまず初めに松江城の松江堀川めぐり。
築城当時のお堀がほぼ現存する珍しいお堀、当時を

しのびながら遊覧。その後、国宝でもある松江城の天
守閣へ。昼食後、宍道湖を遊覧して出雲大社へ。折角
なので荻窪法人会の発展と会員の繁栄を祈願して頂き、
帰路につきました。

鳥取砂丘で記念撮影

松江堀川めぐり

国宝松江城
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第 5ブロック B L O C K

5ブロック納涼バス研修会 24支部 副支部長 加藤尚憲

納涼バス研修会

第 1ブロック B L O C K

第1ブロックバス研修会 第1ブロック 副ブロック長 石黒貞男

世界遺産の富士山を眺める

豊洲市場の様子食事の様子 豊洲市場屋上の様子

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

平成30年8月24日、第5ブロックの納涼バス研修会が挙行
された。午前10時に杉並公会堂前より出発した一行の水先
案内人を務めたのは、高橋正志副ブロック長（ 第24支部支部
長 ）である。参加者は総勢28名であったが、今回の訪問先の
1つが200年以上の歴史を誇るフランスの高級宝飾メーカー
Chaumet（ ショーメ）が企画した宝飾品展示会であったこと
から、とりわけ女性の参加者の姿が目立った。一行はまず丸
の内のフレンチ「ミクニ　マルノウチ」に到着し、東京産の食
材をふんだんに使用した昼食を摂った後、10月の本格稼働開
始を間近に控える豊洲市場に向かった。豊洲市場は冷房設備
が完全に稼働しており、内部は涼しさを通り越して寒い程であ
った。セミナールームでは、施設職員の方より、地下水を汲み
上げ処理している様子を丁寧にご説明頂き、十分な安全性が

確保されていることが理解できたとともに、一連の騒動の対応に追われたであろう現場の都職員の方々のご心労に思いを致した。最後に
丸の内に戻り、三菱一号館にて宝飾品展示会を楽しんだ。展示会場に一歩足を踏み入れると、巨峰の粒のような大きな宝石をふんだんに
あしらったナポレオン時代の宝冠や首飾りの数々が次々と現れ、王侯貴族の豪奢な装いに我々は息を飲むばかりであった。もっとも、高
橋副ブロック長（ ジロン・ジュエリー）の解説によれば、これら19世紀の作品に比べ、現代は宝石のカット技術が格段の進歩を遂げている
ため、同じ宝石の大きさであれば、現代の作品の方がより強く輝いているとのことであった。良く見ると、確かに並列されている現代のショ
ーメの作品の方が輝きに勝り、夜空の星に例えるならば、1等星と3等星程の違いがあるように思われた。展示品の数は多く、定刻までの
1時間では半ばを見るのがやっとであったが、一行はまるで夢から覚めやらぬ面持ちで帰路のバスに乗り込んだのであった。

台風24号の通り過ぎたのちの10月2日、第1ブロック恒
例のバス研修会を行いました。早朝少し肌寒い感じかと思
いつつ、7時30分集合し、井荻を出発する前に今回の運
転して頂く東交観光バスの運転手よりご挨拶を頂き、幹事

（ 私 ）、ブロック長と挨拶し一路東名へ。その間にDVDによ
るビデオ研修会、東名高速より、恒例の税金クイズを行い
ながら海老名 SAで休憩、再びクイズ研修へ。回答合わせ
で上位に景品を、平均70%の理解力になっていました。

今回の目的地になる、静岡県富士山世界遺産センターへ。静岡県富士宮市にある富士山本宮浅間大社の参道付近に建設された施設で、
昨年の（2017 ）12月26日に開設した施設です。この施設の特徴は、逆三角形の三角錐になっており、表面に富士の杉を格子型に組んで
あり、水面より反射されている状態が富士山になる構造になっています。ロビーから徐々に上がる状態でタイムプラスの画像を見ながら全
長193mのらせん状のスロープを登って富士山登山をしているように、温度、周りの情景が移り変わりながら上がって行き、最上階に上が
ると、展望台になっており正面に富士山を望める場所になっています。施設は、6つの内容になっており、最上階（5階 ）まで上がる間に登
拝する山、下る間に荒ぶる山・聖なる山・美しき山・育しむ山・受け継ぐ山とみていくことによって富士山を理解できるテーマになっています。
富士山世界遺産センター後に、沼津港へウナギの京丸にて昼食をとってから沼津港内で買い物し、午後の見学場所へ、最後の見学場所
として、御殿場にあるキリンディスティラリー富士御殿場蒸留所で、蒸留方法などの説明を聴きながら回って見学なのですが、見学時施設
内整備工事中の為映像のみの見学も一部あり、その後試飲を行い、見学終了になります。富士御殿場蒸留所で蒸留しているウィスキーは、
日本でもまれにみるアルコール度50%の原酒を蒸留していたのが気になりました。見学後は、一路帰路へ。今回巡った場所のクイズを行
いながら、18時に出発地に着きしました。

今年は、参加者が少なくなりましたが、皆様との交流が、参加いただいた事で、プラスになることが法人会の役割だと思います。

豊洲市場にて集合写真

集合写真
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第 4ブロック B L O C K

第4ブロックゴルフ大会 永田政弘

第4ブロックゴルフ大会開催

第 5ブロック B L O C K

第5ブロック　音楽セミナー 25支部　中津興産㈱　種元信治

アジアオーケストラウィークに参加して

研 修 委員会

消費税申告書作成研修会 研修委員会

消費税の概要・申告書作成演習等を中心に講義

集合写真

東京オペラシティにて

研修会の様子

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

本年も、昨年に引き続き埼玉県の高根カントリー倶楽部
において第4ブロック懇親ゴルフ大会を開催した。

参加人数は、3組12名であった。残念ながら「秋晴れ」
とはならなかったが、前日までの雨がプレー開催の頃にはほ
とんど上がり、その後も小雨程度であった。

結果は東京トラストの川辺社長がグロス75、ネット70.2
で断トツの優勝、当法人会の副会長の鳥羽建設㈱の田中
社長が準優勝であった。女子の部は吉田さんが優勝で、総
合でも第4位であった。

今年も、参加者だけでなく、参加されない方々からも多
数賞品を頂戴した。賞品のご提供者は下記の通りである。

志村副会長、田中副会長、松澤委員長、真野委員長、
秦ブロック長、小作支部長、中原支部長、及川支部長、永
田支部長、山口理事、勝家様、大藪保険事務所、高根カ
ントリー倶楽部。ご提供頂いた皆様には、心から御礼申し
上げます。

平成30年10月5日金曜日19時から、恒例の第5ブロック「秋の音楽セミ
ナー in東京オペラシティ」に参加致しました。

今回は総勢17名の参加になりました。
平成30年度文化庁芸術祭主催公演ということで、「アジアオーケストラ

ウィーク2018」の3日間のうち初日の公演を鑑賞してまいりました。会計
の石塚さんのはからいにより、かなりいい席での鑑賞となりました。

有名な指揮者である大友直人さん率いる群馬交響楽団によるモーツァル
ト・チャイコフスキー・シベリウスの素晴らしい演奏は迫力満点で、日ごろ
クラッシックとは無縁の私でも充分に酔いしれることができ、あっという間
の2時間でした。

残念ながら今回参加出来なかった方は、来年是非参加されることをお勧
め致します。超一流の演奏を2,000円での鑑賞はお安いと思いますよ。感
動すること間違いありません。

平成30年10月19日（ 金 ）法人会2階
会議室において、研修委員会・荻窪間
税会主催の「消費税申告書作成研 修
会」が9名の参加で開催されました。

荻窪税務署法人課税第1部門後藤由
貴上席調査官の講師のもと、消費税の
概要・申告書作成演習等を中心に講義
が行われました。
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青 年 部 会

2018 打ち水大作戦 青年部会　組織委員　長谷川記史　

今年も「2018 打ち水大作戦」に参加

平成 30 年7月21日（土）に、第14 回を迎えた八丁通り商店会と上荻本町通り商店会の「打ち水大作戦 」に共催という形で参加しました。
14 時から打ち水ポイントの設置のお手伝いは炎天下での作業となりましたが、商店会の方たちと協力しながら、手早く効率的に設置し

ていき、昨年よりもスムーズに準備が完了しました。
打ち水は17時から開始。八丁通り側は青梅街道を井草囃子と一緒に移動し、賑やかさを演出し、打ち水をスタートさせました。
打ち水により、水をまいた地域の温度が 3 度下がったことが確認出来ました。
小さなお子様には、ヤクルトをプレゼントし、親子連れもたくさんご参加いただき、大変盛況なイベントとなりました。

参加者で記念撮影 参加者で記念撮影

部会長あいさつ

源 泉 部 会

源泉所得税の実務 源泉部会

源泉所得税の実務

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

源 泉 部 会

源泉部会労基研修会 源泉部会

「労働時間の適正な把握」と「働き方改革」について

平成30年10月17日（ 水）荻窪法人会会議室2階において、源泉部会主催の「労基研修会」が開催されました。
今回も昨年度に引き続き、源泉部会における会員増強の意図もあり、全会員様宛にご案内をしたところ、25名の申し込みがありました。源

泉部会員以外の方からも多くのご出席がありました。
講師として新宿労働基準監督署より労働基準監督官の川鍋修康様と労働基準監督官の桝谷優薫様にお越しいただき「働き方改革」と「労

働管理」について、ご講義いただきました。皆様大変熱心にご受講されており、個別の質問もたくさんいただきました。
源泉部会では実務に役立つ有意義な研修会を毎月行っております。是非、源泉部会へのご入会をお待ちしております。

平成30年9月19日（ 水）荻窪税務署別館2階において、源泉部会主催の「9月税務研修会」が開催されました。
今回も昨年度に引き続き、源泉部会における会員増強の意図もあり、全会員様宛にご案内をしたところ、32名の申し込みがありました。源

泉部会員以外の方からも多くのご出席がありました。
講師として荻窪税務署の法人課税第1部門上席調査官の加藤京子様と法人課税第1部門上席調査官の後藤由貴様に「源泉所得税の改正」

と「消費税の軽減税率制度」についてのご講義いただきました。皆様熱心に受講されていました。

研修会の様子
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ブロック・支部・委員会・部会からの報告

青 年 部 会

9 月例会　税務研修会 青年部会　書記委員　細井隆行　

消費税軽減税率について

青 年 部 会

青連協チャリティーゴルフ 青年部会　会計監査　臼田和浩　

9/19 青連協チャリティーゴルフ大会

平成 30 年 9月5日（水）、タウンセブン8 階フォーラムUにて税務研修会が開催されました。荻窪税務署より法人課税第1部門 天海健
統括国税調査官と、小西雄貴上席国税調査官を講師にお迎えし、「消費税軽減税率について」のお話を、分かり易く丁寧にご講義頂きました。

参加者は皆一様に集中して講義を聞き、講義終了後は参加者からの質問も多くとても有意義な研修会となりました。
その後、同会場にてワイン試飲会兼懇談会を行いました。青年部部会員でもある「リストランテ　ドラマティコ」の重岡シェフが、会場に

て美味しい料理やお勧め希少ワインをご準備くださいました。試飲は 4 種類のワインを高級な順に並べるというクイズ形式で、参加者は皆、
真剣にワインの試飲をしていました。消費税軽減税率の話からワインの話まで美味しく楽しく盛り上がって新入会員との交流の良いきっか
けにもなり、とても良い懇談会となりました。

平成 30 年 9月19日（水）、東松山カントリークラブにて
第27回東法連青連協第 4ブロックチャリティーゴルフ大会
が開催されました。前日に降った大雨が嘘のように当日は
大変過ごしやすい気候の中、それぞれが親睦を深め、ゴル
フを楽しむことができました。

私たち荻窪法人会はブロック内で一番の参加数16 名で
挑みましたが、惜しくも団体優勝を逃してしまい、成績結
果は個人優勝、団体優勝ともに練馬西法人会のメンバーと
なりました。

パーティー会場ではチャリティー募金も行われ、毎年と
しまえんで開催される租税教育活動に利用されることが発
表されました。

荻窪法人会としては、来年こそは優勝、入賞に絡めるよ
うにと大いに盛り上がり、部会員同士の気持ちがさらにま
とまりました。

研修の様子

研修の様子

参加者で記念撮影

ワイン試飲会 部会長あいさつ
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主催：公益社団法人荻窪法人会　
後援：杉並区／東京商工会議所杉並支部

●  チラシ裏面の申込用紙にお名前・ご住所・電話番号・必要枚数をご記入の上、荻窪法人会事務局までお申し込みください。
 後日、入場整理券を郵送いたします。
● 荻窪法人会ホームページ www.ogikubohojinkai.jp 申込専用フォーム
※ 入場整理券の発送は先着順とさせていただきます。
 尚、定員になり次第締切らせていただきます。

OGIKUBOHOJINKAI
LECTURE MEETING

荻窪法人会
公益社団法人

特別講演会のお知らせ

元
宮
崎
県
知
事
・
前
衆
議
院
議
員

ピンチを
チャンスに
元宮崎県知事で現在はテレビ・ラジオ等のメディア
で大活躍の東国原英夫さんを講師にお迎えし、講演
会を行います。芸能人や政治家等、人生の様々な場
面で培った自身の経験を基に、「ピンチをチャンスに」
と題して、逆境に遭遇した時の対処法を楽しくわかり
やすくお話ししていただきます。

平成31年

杉並公会堂  大ホール
2月21日（木）午後6時30分開演

（午後6時開場）

入場無料

お申し込み方法

荻窪法人会事務局 〒167-0032 東京都杉並区天沼3-7-3  
TEL：03-3392-1338  FAX：03-3391-8388お問い合わせ・お申し込み

東
国
原
英
夫  

講
演
会


